
わたしにもすみをつけて～ 
　1月10日（木）、石相保育園で「とんど焼き」が
行われました。 
　園児たちは、顔にすみをつけてもらい、「病気
になりませんように」「字が上手になりますように」
などと、新年の願い事をしていました。 

わたしにもすみをつけて～ 
　1月10日（木）、石相保育園で「とんど焼き」が
行われました。 
　園児たちは、顔にすみをつけてもらい、「病気
になりませんように」「字が上手になりますように」
などと、新年の願い事をしていました。 
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●「栄養関係功労者厚生労働大臣表彰」 
　　　　　　　授章おめでとうございます！ 
　藤原良子さん（小原）が平成１９年度「食生活
　改善大会」で「栄養関係功労者厚生労働大
　臣表彰」を授章されました。 
 

　
新
成
人
た
ち
の
門
出
を
祝
う
「
赤
磐

市
成
人
式
」
が
一
月
十
三
日
（
日
）
、山
陽

ふ
れ
あ
い
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
の
新
成
人
の
対
象
者
は
昨
年
よ

り
八
十
人
少
な
い
四
百
六
十
七
人（
男
性

二
百
二
十
一
人
、女
性
二
百
四
十
六
人
）。

こ
の
日
、市
外
か
ら
の
出
席
者
も
含
め
三

百
八
十
一
人
が
出
席
。
中
学
時
代
の
友
人

や
恩
師
ら
と
と
も
に
”二
十
歳
の
門
出
“を

祝
い
ま
し
た
。 

　
式
典
は
、砂
川
清
流
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
勇
壮
な
太
鼓
演
奏
で
幕
開
け
。
続

い
て
市
長
、議
長
を
は
じ
め
来
賓
か
ら
お

祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
終
了
後
に
は
、
成
人
式
実
行
委

員
が
編
集
し
た
中
学
校
時
代
の
運
動
会

や
修
学
旅
行
な
ど
の
記
念
ビ
デ
オ
が
上

映
さ
れ
、歓
声
と
と
も
に
懐
か
し
い
思
い

出
が
場
内
を
包
み
込
み
ま
し
た
。 

　
ま
た
、初
め
て
の
試
み
と
な
る
お
楽
し

み
抽
選
会
が
行
わ
れ
、抽
選
番
号
が
一
つ
一

つ
読
み
上
げ
ら
れ
る
た
び
、新
成
人
た
ち

か
ら
は
、歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
な

お
、商
品
と
し
て
用
意
さ
れ
た
お
米
や
お

酒
な
ど
十
二
点
は
、市
内
の
企
業
か
ら
提

供
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。 

▲受け付けも新成人が 
　しました。 
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q砂川清流太鼓の勇壮な演奏
で式典の幕開け。w厳かな雰
囲気の中、式典が行われました。
e新成人を代表して近藤陽介
さんが記念品を受け取りました。
r司会進行の津々博史さんと
安部絢子さんの２人。t謝辞を
述べる岡上浩文さんと池上歩
美さん。y抽選会で自分の番
号が読み上げられ手を上げる
新成人。uケータイで記念撮影。
i友人たちとハイ！チーズ。 

q

ee

t

u i

y

r

w
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主
な
平
成
十
九
年
度
優
良
消
防 

職
団
員
表
彰
受
章
者 

〈
敬
称
略
〉 

市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
赤
磐
市
消
防 

　
赤
磐
市
消
防
出
初
式
が
、一
月
六
日

（
日
）
、
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
総
合
体

育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
活
動
す
る
、消
防
職
団
員
の
代

表
者
約
六
百
人
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、力
強

く
厳
か
に
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
出
初
式
終
了
後
、
近
く
の

池
で
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

          

　 
    

岡
山
県
知
事
表
彰 

◇
永
年
勤
続
功
労
章 

【
団
本
部
　
副
団
長
】 

　
丸
林
　
靖
幸 

【
吉
井
方
面
隊
　
分
団
長
】 

　
久
延
　
充
孝 

【
吉
井
方
面
隊
　
副
分
団
長
】 

　
奥
田
　
吉
男 

【
消
防
本
部
　
消
防
司
令
】 

　
黒
沢
　
仁
志 

  

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰 

◇
功
労
章 

【
山
陽
方
面
隊
　
分
団
長
】 

　
遠
藤
　
正
明 

【
熊
山
方
面
隊
　
分
団
長
】 

　
片
山
　
雅
人 

【
吉
井
方
面
隊
　
分
団
長
】 

　
火
野
口
　
薫 

【
消
防
本
部
　
消
防
司
令
】 

　
木
庭
　
正
宏 

◇
表
彰
章 

【
山
陽
方
面
隊
　
副
分
団
長
】 

　
奥
山
　
高
芳
／
本
徳
　
順
一 

　
岡
本
　
和
典 

【
山
陽
方
面
隊
　
指
導
部
員
】 

　
原
田
　
光
治 

【
赤
坂
方
面
隊
　
副
分
団
長
】 

　
光
川
　
伸
一 

【
熊
山
方
面
隊
　
副
分
団
長
】 

　
三
浪
　
　
浩 

【
熊
山
方
面
隊
　
指
導
部
員
】 

　
金
光
　
伸
英 

【
吉
井
方
面
隊
　
機
動
部
長
】 

　
是
松
　
　
誠 

【
吉
井
方
面
隊
　
分
団
長
】 

　
末
石
　
憲
史 

【
吉
井
方
面
隊
　
指
導
部
員
】 

　
久
山
　
　
透 

【
吉
井
方
面
隊
　
副
分
団
長
】 

　
重
森
　
裕
之
／
荒
嶋
　
恭
憲 

【
消
防
本
部
　
消
防
司
令
補
】 

　
矢
部
　
　
勉 

◇
青
年
章 

【
山
陽
方
面
隊
　
指
導
部
員
】 

　
行
本
　
健
一 

【
熊
山
方
面
隊
　
指
導
部
員
】 

　
岩
藤
　
　
元 

【
吉
井
方
面
隊
　
班
長
】 

　
井
上
　
雅
晶 

◇
精
勤
章 

【
山
陽
方
面
隊
　
分
団
長
】 

　
杉
本
　
　
薫 

 

【
山
陽
方
面
隊
　
指
導
部
長
】 

　
石
井
　
　
徹 

【
山
陽
方
面
隊
　
機
動
部
班
長
】 

　
深
澤
　
　
等
／
藤
井
　
和
彦 

【
山
陽
方
面
隊
　
部
長
】 

　
菅
形
　
泰
生 

【
山
陽
方
面
隊
　
団
員
】 

　
藤
原
　
　
淨
／
難
波
　
均
至 

　
西
岡
　
靖
博
／
小
坂
　
貴
久 

　
戸
田
　
文
男
／
國
安
　
周
司 

　
森
末
　
恭
一 

【
赤
坂
方
面
隊
　
団
員
】 

　
越
宗
　
昌
孝
／
原
田
　 

　
勇 

　
若
林
　
　
隆 

【
熊
山
方
面
隊
　
副
方
面
隊
長
】 

　
岡
f
　
　
悟 

【
熊
山
方
面
隊
　
班
長
】 

　
末
藤
　
啓
二
　 

【
熊
山
方
面
隊
　
団
員
】 

　
重
末
　
朋
希
／
實
盛
　
敏
泰 

　
王
賀
　
　
誠
／
實
盛
　
忠
義 

【
吉
井
方
面
隊
　
指
導
部
員
】 

　
中
務
　
浩
行 

【
吉
井
方
面
隊
　
部
長
】 

　
橘
　
　
　
徹 

【
吉
井
方
面
隊
　
団
員
】 

　
長
田
　
紀
文
／
久
松
　
照
夫 

　
楢
原
　
邦
宏
／
岡
本
　
光
正 

　
中
務
　
博
文
／
藤
本
　
淳
也 

　
近
江
　
信
明 

【
消
防
本
部
　
消
防
士
長
】 

　
楢
原
　
秀
幸
／
杉
能
　
敦
樹 

 

　

備
前
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰 

◇
会
長
表
彰 

【
山
陽
方
面
隊
　
指
導
部
長
】 

　
石
井
　
　
徹 

【
山
陽
方
面
隊
　
指
導
部
員
】 

　
馬
場
　
弘
祥 

【
赤
坂
方
面
隊
　
指
導
部
員
】 

　
岡
本
　
　
学
／
清
野
　
　
洋  

【
熊
山
方
面
隊
　
機
動
部
長
】 

　
花
谷
　
晋
一 

【
熊
山
方
面
隊
　
副
分
団
長
】 

　
三
浪
　
　
浩 

【
吉
井
方
面
隊
　
指
導
部
員
】 

　
角
南
　
昌
聡
／
西
山
　
敏
広 
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女性消防団員 
歓迎！ 

　消防団は、それぞれ仕事を持ちながら、「自分の地域は自分たちで守る」という精神に基づき、地

域の安心・安全を守るために活躍している人たちが集まる消防機関の一つです。火災発生時の消火

活動、地震や風水害などの災害発生時の救助・救出活動、警戒巡視、災害防ぎょ活動などに従事し、

地域住民の生命や財産を守るために活躍しています。また、災害発生時だけでなく、平常時にも訓練、

防火指導、広報活動など防災力の向上や地域に密着したコミュニティ活動などに「地域の防災リーダー」

として重要な役割を担っています。 

　女性消防団員には、火災予防や地域防災などの広報・啓発活動を中心に、消防団が行う各種行事

への参加、災害時の後方支援などを行っていただく予定です。 

 
　募集人員・資格 
　™募集人員は、消防団が市内４方面隊の分団各部の構成ですので、それぞれの部の定数に欠員を

　　生じた人員数となります。入団希望により該当の分団各部との協議調整により入団いただくこ

　　とをご承知ください。　 

　™赤磐市に居住し、または勤務場所を有する１８歳以上５０歳未満の人 

　　（ただし、任命権者が特に必要と認めた場合は、この限りでない。） 

　™健康で防災意欲、ボランティア精神の旺盛な人 

 
　募集期間 
　 

 
　消防団員の処遇 
　™条例に基づき年報酬・手当が支給されます。 

　™活動に必要な被服を貸与します。 

　™公務災害補償、退職報償金、表彰などの制度があります。 

 
　問い合わせ・申し込み先 
　™消防本部消防総務課消防団係（山陽方面隊）　1０８６-９５５-２２４４ 

　™赤坂支所内　消防団担当（赤坂方面隊）　1０８６-９５７-２２２６ 

　™熊山支所内　消防団担当（熊山方面隊）　1０８６９９-５-１２１１ 

　™吉井支所内　消防団担当（吉井方面隊）　1０８６-９５４-１１１１ 

団吉 
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◎変更日以降、熊山地域（徳富地区を除く）の電話番号が次のとおりになります。 

【変更前】 【変更後】 

◎電話番号の変更により、ダイヤルが次のとおり変更になります。 

【変更前】 
™熊山地域 ⇔ 熊山地域 
 
 
™熊山地域 ⇒ 市内の他の地域 
 
 
™市内の他の地域 ⇒ 熊山地域 

【変更後】 
™熊山地域 ⇔ 熊山地域 
 
 
™熊山地域 ⇒ 市内の他の地域 
 
 
™市内の他の地域 ⇒ 熊山地域 

◎電話番号の変更に伴い通話料金も変更になります。 

※今までどおり市外局番からダイヤルしても電話は利用できます。 

【変更前】 
™熊山地域 ⇔ 市内の他の地域への通話 
 
 
™熊山地域 ⇔ 備前市・和気町間の通話 

【変更後】 
™熊山地域 ⇔ 市内の他の地域への通話 
 
 
™熊山地域 ⇔ 備前市・和気町間の通話 

　市内通話料金区域の変更に伴い、各種割引サービスの適用に変更が生じる場合もありますのでご注意ください。 
　電話番号の変更に伴う印刷物の変更など、諸準備の費用は電話加入者の負担となります。電話番号の変更に伴
い電話機などの機器を取り替える必要はありません。悪質な訪問販売にご注意ください。 
　（通話料金表示はＮＴＴ西日本の平日昼間の通話料金を基に作成しています。通話料金や電話サービスの詳細に
ついては、ご利用の各事業者にご確認ください。） 

熊山支所市民生活課 1０８６９９-５-１２１１（３月１日午前０時１０分から1０８６-９９５-１２１１） 問い合わせ先 

●赤磐市中央図書館　　　　 
　市民の生涯学習拠点施設として建設中。緑あるゆとりの空間で、本と人にふ
　れあい、うるおいの時間と出会えます。館内は開架・閉架をあわせて約22万冊
　収容のほか、多目的ホール（集会・研修・交流・展示スペース）などを備える。 
　〈赤磐市中央図書館工事見学会〉 
　　現在、建設中の赤磐市立中央図書館を見学してみませんか。 

日　時／3月5日（水） 正午～（1時間程度） 
場　所／赤磐市立中央図書館建設現場 
　　　　（集合…中央公民館駐車場） 
募集人数／50人（予定）赤磐市在住の人 
申込方法／2月20日までに社会教育課へ電話
　※申し込み多数の場合は抽選とします。 
申し込み先／教育委員会社会教育課　 
　　　　　　1086-955-0783

t平成２０年度オープンを目指し 
　昨年６月に起工式 

▲現在の写真 
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福
祉
巡
回
バ
ス
・
福
祉
バ
ス
・
市
営
バ
ス
が
、 

み
ん
な
利
用
で
き
る『
市
民
バ
ス
』に 

　
市
で
は
、合
併
後
市
内
の
各
地
域
で
運
行
さ

れ
て
い
る
市
営
バ
ス
や
福
祉
バ
ス
な
ど
の
生
活

交
通
の
再
編
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
現
在
運
行
さ
れ
て
い
る
、福
祉
巡
回
バ
ス（
山

陽
地
域
）
、福
祉
バ
ス
（
西
山
線
、笹
岡
線
、石

蓮
寺
線
、吉
井
地
域
）、市
営
バ
ス（
熊
山
地
域
）

は
、
四
月
か
ら
「
市
民
バ
ス
」
と
し
て
制
度
を

統
一
し
、誰
で
も
利
用
で
き
る
交
通
の
確
保
を

目
指
し
ま
す
。 

　
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、以
下
の
と
お
り
変

更
し
ま
す
。
十
一
回
乗
車
分
の
回
数
乗
車
券（
千

円
・
二
千
円
）も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

（
注
１
）
熊
山
地
域
内
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
併
用
し
て
運
行
さ
れ
る 

　
便
で
の
利
用
は
無
料
と
し
ま
す
。 

（
注
２
）身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

　
帳
、特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証
を
所
持
さ
れ
た
人
が
対
象
で
す
。 

（
注
３
）右
記
障
害
者
な
ど
の
付
添
者（
一
人
ま
で
） 

●
そ
の
他
の
変
更
内
容 

　
運
行
ル
ー
ト
、運
行
ダ
イ
ヤ
な
ど
の
変
更
事
項
に
つ
い
て
は
、三
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

   

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　 

本
庁
企
画
課 

1
０
８
６（
９
５
５
）２
６
９
２ 

◎
市
民
バ
ス
料
金
（
四
月
〜
） 

・
乗
車
一
回
…
…
…
…
…
…
二
〇
〇
円 

・
小
学
生
…
…
…
…
…
…
…
一
〇
〇
円 

（
注
１
） 

・
障
害
者
な
ど
…
…
…
…
…
一
〇
〇
円 

（
注
２
） 

・
障
害
者
な
ど
の
付
添
者
…
一
〇
〇
円 

（
注
３
） 

・
乳
幼
児
…
…
…
…
…
…
…
無
　
料 

― 

利
用
料
金
の
変
更 

― 

●吉井学校給食センター 
　オール電化、ドライシステムの新吉井学校給食センターは
　1月末の完成後、準備期間を経て、4月から調理・配食開
　始予定 

●
赤
坂
中
学
校
体
育
館 

　
安
心
で
安
全
な
学
校
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

　
建
て
替
え
ら
れ
た
体
育
館
は
、三
月
十
七
日

　
の
卒
業
式
か
ら
使
用
予
定 
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　４月１日から、体育施設使用料など（山陽ふれ
あい公園を除く）を改正します。 
　今回の改正は、旧町時代に設定された使用料
金で生じている格差を是正し、利用区分などの
統一化を行なっています。 
　改正のポイントは、山陽ふれあい公園使用料
算定方法を基本に、現在の利用料金より大幅に
増額しないものとしつつ、受益者負担の公平性
を確保しています。原則市外料金は、市内利用者
を優先するため一部を除き、市内料金の２倍とし
ています。また、使用料金・利用区分などの算定
基準の統一化を図っています。 

桜が丘運動公園　赤磐市桜が丘西9-27

スポーツ振興課　1086-955-4432

赤坂ファミリー公園　赤磐市今井67-1

運動広場施設管理センター　1086-957-4678

赤坂体育センター　赤磐市町苅田492

教育委員会赤坂分室　1086-957-2211

西山グラウンド　赤磐市西中215

スポーツ振興課　1086-955-4432

グラウンドゴルフ場　赤磐市中島1022-3

クラブハウス　1086-955-6657 
スポーツ振興課　1086-955-4432

◯野球場 
種　　目 
利用時間 
 
使用料金（１時間につき） 

軟式野球／硬式野球 
３月～１１月　８：００～２２：００ 
１２月～ ２月　８：００～１７：００　 

使用区分 使用料 照明料 
市　内 1,000円 3,000円 
市　外 2,000円 6,000円 

熊山運動公園　赤磐市沢原57

教育委員会熊山分室　108699-5-1360

◯野球場 
種　　目 
利用時間 
使用料金（１時間につき） 

軟式野球／硬式野球 
８：００～１９：００ 

種　　目 
利用時間 
 
使用料金（１人につき） 

グラウンドゴルフ 
４月～ ９月　８：３０～１８：３０ 
１０月～ ３月　８：３０～１６：３０　 

使用区分 １　日 １年間 
市　内 300円 10,000円 
市　外 500円 15,000円 

◯運動場 
種　　目 
 
利用時間 
使用料金（１時間につき） 

陸上競技／ソフトボール／サッカー／ 
グラウンドゴルフ　その他 
８：００～１９：００　 

種　　目 
 
利用時間 
使用料金（１時間につき） 

ソフトボール／軟式野球（少年）／サッカー／ 
ラグビー（ゴールなし）　その他 
８：００～１９：００　 

使用区分 使用料 
市　内 300円 
市　外 600円 

使用区分 使用料 
市　内 300円 
市　外 600円 

使用区分 使用料 
市　内 300円 
市　外 600円 

使用区分 使用料 
市　内 1,000円 
市　外 2,000円 

◯テニス場 
種　　目 
利用時間 
使用料金（１人１年間） 

テニス 
８：００～１９：００　 

使用区分 使用料 
市　内 3,600円 
市　外 7,200円 

◯多目的広場 
種　　目 
利用時間 
 
使用料金（１時間につき） 

軟式野球／硬式野球／ソフトボール　その他 
４月～１１月　７：００～２２：００ 
１２月～ ３月　７：００～１８：００　 

使用区分 使用料 照明料 
市　内 1,000円 3,000円 
市　外 2,000円 6,000円 

種　　目 
 
利用時間 
使用料金（１時間につき） 

バレーボール／バスケットボール／ 
バドミントン／柔道／剣道　その他 
８：００～２２：００　 

使用区分 使用料 照明料 
メイン・アリーナ 
全　面 

メイン・アリーナ 
半　面 

サブ・アリーナ 

300円 400円 
600円 

市　内 
市　外 800円 

150円 200円 
300円 

市　内 
市　外 400円 

100円 100円 
200円 

市　内 
市　外 200円 

使用区分 使用料 照明料 
市　内 300円 300円 
市　外 600円 600円 

◯テニスコート 
種　　目 
利用時間 
使用料金（１時間につき） 

テニス 
７：００～２２：００　 

◯ふれあい広場 
種　　目 
利用時間 
使用料金（１時間につき） 

グラウンドゴルフ　その他 
８：００～１９：００　 
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熊山武道館　赤磐市沢原356-1

教育委員会熊山分室　108699-5-1360

吉井B&G海洋センター　赤磐市草生1

吉井B&G海洋センター　1086-954-2323

仁堀中多目的広場　赤磐市仁堀中1515-1

仁掘出張所　1086-958-2101

種　　目 
利用時間 
使用料金（１時間につき） 

ソフトボール　その他 
８：００～１９：００ 種　　目 

 
利用時間 
使用料金（１時間につき） 

ホッケー／フットサル／グラウンドゴルフ／ 
ドッジボール／サッカー　その他 
８：００～１９：００ 

使用区分 使用料 
市　内 200円 
市　外 400円 

使用区分 使用料 
市　内 200円 
市　外 400円 

使用区分 使用料 
市　内 500円 
市　外 1,000円 

仁堀中テニスコート　赤磐市仁堀中1612

仁掘出張所　1086-958-2101

種　　目 
利用時間 
使用料金（１時間につき） 

テニス 
９：００～２１：００ 

◯多目的広場 
種　　目 
 
利用時間 
使用料金（１時間につき） 

ホッケー／フットサル／グラウンドゴルフ／ 
ドッジボール／サッカー　その他 
９：００～２１：００ 

◯アリーナ 
種　　目 
 
利用時間 
使用料金（１時間につき） 

バレーボール／バスケットボール／バドミントン／
卓球／柔道／剣道／トレーニング　その他 
９：００～２１：００ 

◯屋内プール 

◯多目的広場 

◯テニスコート 

利用時間 
 
使用料金（１人１回につき） 

q１０：００～１２：００　w１４：００～１６：００ 
e１８：３０～２０：３０ 

個人利用（１人１回につき） 

使用区分 使用料 
アリーナ 
全　面 
アリーナ 
半　面 
アリーナ 
バドミントン 
アリーナ 
卓　球 

トレーニングルーム 
全　面 

トレーニングルーム 
半　面 

ミーティングルーム 

300円 市　内 
市　外 600円 

150円 市　内 
市　外 300円 

100円 
200円 
200円 
400円 
100円 
200円 
100円 
200円 

100円 市　内 
市　外 
市　内 
市　外 
市　内 
市　外 
市　内 
市　外 
市　内 
市　外 

200円 

使用区分 使用料 

個人利用 

回数券 

個人会員 
4月～10月 

100円 大人（高校生以上） 
小人（中学生以下） 50円 

1,000円 大人（高校生以上） 
小人（中学生以下） 500円 

10,000円 大人（高校生以上） 
小人（中学生以下） 5,000円 

トレーニングルーム 100円 個　人 

使用区分 使用料 照明料 
市　内 300円 300円 
市　外 600円 600円 

使用区分 使用料 照明料 
市　内 100円 300円 
市　外 200円 600円 

種　　目 
利用時間 
使用料金（１時間につき） 

テニス 
９：００～２１：００ 

使用区分 使用料 照明料 
市　内 200円 300円 
市　外 400円 600円 

◯グラウンド 
種　　目 
利用時間 
使用料金（１時間につき） 

軟式野球／硬式野球　その他 
８：００～２１：００ 

使用区分 使用料 照明料 
市　内 500円 3,000円 
市　外 1,000円 6,000円 

吉井武道館　赤磐市周匝136-1

教育委員会吉井分室　1086-954-1379

市内学校体育施設 

スポーツ振興課・各教育委員会分室 

種　　目 
利用時間 
使用料金（１時間につき） 

柔道／剣道 
９：００～２２：００ 

使用区分 使用料 
市　内 200円 

種　　目 
利用時間 
使用料金（１時間につき） 

バレーボール／柔剣道／サッカー　その他 
学校教育上支障のない時間 

◯テニスコート 
種　　目 
利用時間 
使用料金（１時間につき） 

テニス 
９：００～２１：００　 

種　　目 
利用時間 
使用料金（１時間につき） 

柔道／剣道　その他 
８：００～２２：００　 

使用区分 使用料 照明料 

全　面 

半　面 

1,500円 ― 
2,500円 

市　内 
市　外 ― 

800円 300円 
1,300円 

市　内 
市　外 600円 

使用区分 使用料 

全　面 

半　面 

卓　球 

500円 
1,000円 

市　内 
市　外 

250円 
500円 

市　内 
市　外 

100円 
200円 

市　内 
市　外 

問 い 合 わ せ 先 
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中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

利用案内 
●開館時間 
　午前１０時～午後６時 
 

※借りるときには利用者
　カードをお持ちください。

※はじめて借りる人は、免
　許証・保険証など氏名・
　住所を確認できるもの
　を提示し申請してくださ
　い。利用者カードを作り
　ます（小学生以下の人
　は保護者が申請してく
　ださい）。 

q『図書館が教えてくれた発想法』 
　　高田　高史／著 
　　（柏書房／出版） 
 
 
w『「場の空気」を読むのが 
　　　　　　上手な人下手な人』 
　　和田　秀樹／著 
　　（新講社／出版） 
 
 
e『篤姫の生涯』 
　　宮尾　登美子／著 
　　（ＮＨＫ出版／出版） 
 
 
r『おとなの箸袋おりがみ』 
　　アエパパ／著 
　　（主婦の友社／出版） 

q『ゆきのかたち』 
　　（ひさかたチャイルド／出版） 
 
 
 
w『真夜中の学校レストラン』 
　　怪談レストラン編集委員会／編 
　　（童心社／出版） 
 
 
 
e『ひつじがいっぴき』 
　　長谷川　義史・木坂　涼／著 
　　（フレーベル館／出版） 
 
 
r『密林一きれいなひょうの話』 
　　工藤　直子／おはなし 
　　和田　誠／絵 
　　（銀河社／出版） 

　２月１８日（月）から２２日（金）まで蔵書点
検のため休館します。本の返却はブックポ
ストをお使いください。 

●中央図書館リサイクルブックフェア 
　図書館で不用になった書籍や雑誌を差
し上げます。ご家庭で不用になった本をお
持ちいただくこともできます。 
　【期間】２月２２日（金）～２８日（木） 
　　　　※２月２５日（月）は休館日です。 

●おはなしたまてばこ 
　【日時】２月９日（土） 午後２時～ 
　【場所】くまやまふれあいセンター 
　絵本のよみきかせや紙しばいなどたの
しいこといっぱい！ぜひきてください！ 

●おやこでたのしむおはなし会 
　【日時・内容】 
　　q２月２３日（土） 午後２時～ 
　　　かんたん工作〈定員３０人〉 
　　w３月１日（土） 午後２時～ 
　　　かんたんクッキング〈定員２０人〉 
　【場所】熊山公民館（両日とも） 
　※qwとも３日前までに熊山図書館（1
　　０８６９９-５-１２７３）までお申込みください。 
　　親子での参加大歓迎です。 

全館休館日 

中央・赤坂・吉井図書館休館日 

熊山図書館休館日 

赤坂・熊山・吉井図書館休館日 

火 月 金 土 木 日 

　新館移転準備のため、３月１日から約３カ
月間休館します。このため、サービス内容
を下記のとおり変更させていただきます。
長期間にわたりご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。 

◆貸　出 
　図書は２月２８日まで、視聴覚資料は２月 
１４日まで貸出可能です。 

◆中央図書館所蔵資料の予約 
　１月３１日まで受け付けます。 

◆赤坂・熊山・吉井図書館所蔵資料の予約 
　中央図書館では２月２８日まで受け付け
ます。３月以降は、受け取り・予約とも赤坂･
熊山･吉井図書館をご利用ください。 

◆リクエスト受け付け（市内に所蔵がなく、
　購入したり、県立図書館など市外の図書
　館から借りたりする資料） 
　™受け渡しを中央図書館で希望される
　　場合は、１月３１日まで受け付けます。 
　™受け渡しが赤坂・熊山・吉井図書館で
　　よい場合は、２月２８日まで中央図書館
　　で受け付けます。 
　™３月以降は、赤坂・熊山・吉井図書館で
　　お申し込みください。 

※移転作業のため、貸し出し中
　の資料は返却期限を守って
　返却してください。 
※詳しくは図書館までお問い
　合わせください。 
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郷土の 

物 人 

＜岡山藩家老周匝池田（片桐）氏の祖／周匝＞ 

池田　長政 
い け だ  ながまさ 

s
池
田
長
政
花
押
「
知
行
状
」
 

　（
慶
長
九
年
十
一
月
二
十
一
日
） 

　（
一
六
〇
四
年
）青
木
克
之
氏
蔵
 

か
わ
ち
の
か
み
 

は

り

ま

 

し
ん
し
ろ
 

た
だ
つ
ぐ
 

き

ち

ざ

え

も

ん

 

ま
の
す
け
よ
し
あ
き
 

い

が

の

か

み

 

さ
 

お
け
は
ざ
ま
 

池田長政墓「池田河内守源長政墓」 
（赤磐市周匝） 

　
池
田
河
内
守
長
政（
以
下
長
政
）

は
、天
正
三
年（
一
五
七
五
）、尾
張

国
犬
山
（
現
愛
知
県
犬
山
市
）に

生
ま
れ
ま
し
た
。
 

　
父
は
、織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉

の
家
臣
池
田
信
輝
、母
は
荒
尾
美

作
守
善
次
の
娘
で
、長
政
は
四
男

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
次
兄
輝

政
は
後
に
播
磨
国
姫
路
藩
主
と

な
り
ま
す
。
 

　
長
政
が
生
ま
れ
た
時
、父
の
池

田
信
輝
は
犬
山
城
主
で
し
た
。
 

　
天
正
十
一
年（
一
五
八
三
）長
政

九
歳
の
時
、信
輝
の
重
臣
片
桐
半

右
衛
門
の
養
子
に
な
り
ま
す（
後

に
、池
田
を
名
の
る
）。
 

　
片
桐
半
右
衛
門
（
以
下
半
右

衛
門
）は
、池
田
信
輝
が
永
禄
三

年（
一
五
六
〇
）桶
狭
間
の
戦
い
で

織
田
信
長
の
家
臣
と
し
て
功
名

を
挙
げ
、三
十
人
の
侍
大
将
に
な

っ
た
と
き
、信
長
か
ら
伊
木
清
兵

衛
、土
倉
四
郎
兵
衛
な
ど
数
人
の

武
士
を
附
け
ら
れ
た
う
ち
の
一
人

で
す
。
 

　
慶
長
二
年（
一
五
九
七
）半
右
衛

門
は
新
城（
現
愛
知
県
新
城
市
）

で
病
死
し
、家
督
は
養
子
の
長
政

（
こ
の
こ
ろ
は
、橘
左
衛
門
）が
相

続
し
、七
千
石
を
領
し
ま
す
。
 

　
慶
長
五
年（
一
六
〇
〇
）、長
政

は
兄
輝
政
に
従
い
関
ヶ
原
の
戦
い

に
参
戦
し
ま
す
。こ
の
戦
功
に
よ

っ
て
、輝
政
は
徳
川
家
康
か
ら
播

磨
五
十
二
万
石
を
給
知
さ
れ
、輝

政
か
ら
長
政
に
赤
穂
二
万
二
千

石
が
知
行
地
と
し
て
与
え
ら
れ

ま
し
た
。
 

　
慶
長
八
年（
一
六
〇
三
）、輝
政

の
二
男
忠
継
（
五
歳
）が
備
前
国

二
十
八
万
石
を
領
し
ま
す
。
し
か

し
、
忠
継
が
若
年
で
あ
っ
た
た
め

長
男
の
利
隆
が
忠
継
に
代
わ
っ
て

備
前
国
を
治
め
ま
す
。（
備
前
監

国
） 

　
こ
の
こ
ろ
、長
政
は
兄
輝
政
の

領
地
播
磨
国
の
西
の
守
り
と
し
て
、

赤
穂
城
を
預
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、

池
田
氏
の
勢
力
が
備
前
国
に
拡

大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
西
の
守
り

の
拠
点
が
下
津
井（
現
倉
敷
市
下

津
井
）に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、家

老
池
田
長
政
は
池
田
氏
の
備
前

領
有
に
伴
い
、一
万
石
加
増
さ
れ
、

三
万
二
千
石
を
与
え
ら
れ
て
下

津
井
城
主
と
な
り
ま
す
。
 

　
下
津
井
は
瀬
戸
内
海
の
軍
事
、

海
運
の
要
衝
で
あ
り
、宇
喜
多
秀

家
の
こ
ろ
城
砦
が
既
に
あ
り
ま
し

た
が
、長
政
に
よ
っ
て
慶
長
十
一
年

（
一
六
〇
六
）、近
世
城
郭
の
形
態

を
整
備
し
ま
し
た
。
 

　
翌
十
二
年
か
ら
駿
府
城（
現
静

岡
県
静
岡
市
）
普
請
役
に
就
き

ま
す
。
し
か
し
、六
月
、
体
調
を

崩
し
、
帰
国
の
途
中
伊
勢
国
庄

野（
現
三
重
県
）で
、七
月
二
十
日

病
死
し
ま
し
た
。
三
十
二
歳
で
し

た
。
 

　
長
政
の
室
は
、初
め
半
右
衛
門

の
娘
で
し
た
が
、
卒
去
後
、
慶
長

十
年
、
伊
予
松
山
城
主
加
藤
左

馬
助
嘉
明
の
娘
を
継
室
に
迎
え

ま
す
。
翌
十
一
年
嫡
男
が
生
ま
れ

ま
す
。
後
の
池
田
伊
賀
守
長
明
で

す
。
長
政
が
亡
く
な
っ
た
と
き
わ

ず
か
一
歳
で
し
た
。
 

　
寛
永
九
年（
一
六
三
二
）、池
田

光
政
の
支
配
に
よ
っ
て
、
国
境
な

ど
要
衝
の
地
に
家
老
な
ど
を
配

置
す
る
方
針
が
立
て
ら
れ
ま
す
。
 

　
そ
し
て
、備
前
と
美
作
の
国
境

で
あ
る
周
匝
に
、二
万
二
千
石
を

給
す
る
池
田
伊
賀
の
陣
屋
が
設

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
 

　
池
田
長
政
の
子
孫
は
そ
の
後
、

約
二
百
四
十
年
の
間
、岡
山
藩
主

池
田
氏
の
家
老
と
し
て
明
治
ま

で
代
々
周
匝
陣
屋
を
預
か
り
ま

し
た
。
 

　
長
政
没
後
、長
明
に
よ
っ
て
片

桐
池
田
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
大

龍
寺
が
、周
匝
の
八
幡
宮
横
に
建

立
さ
れ
ま
し
た
。
寺
号
は
長
政
の

法
号
「
大
龍
院
殿
前
河
州
大
守

本
岳
常
心
大
禅
定
門
」
か
ら
つ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
大
龍
寺
は
、現
在
、岡
山
市
の

国
清
寺
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

長
政
の
お
墓
は
、旧
備
作
高
校
の

背
後
に
あ
る
山
の
中
腹
に
あ
り

ま
す
。
 

　（
山
陽
郷
土
資
料
館
　
高
畑
富
子
） 

●
参
考
文
献
 

　
　
『
吉
井
町
史
』
 

　
　
『
年
月
を
越
え
て
 

　
　
　
片
桐
半
右
衛
門
と
そ
の
子
孫
』
 

　
　
『
岡
山
県
の
文
化
財
』
 

　
　
『
岡
山
県
歴
史
人
物
事
典
』
他
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▼池田長政墓（全体） 



12広報あかいわ（平成20年2月号） 

 
 
 
★魅惑のチョコケーキづくりQ 
　バレンタインデー…今年もついにこの日がやってきま
す。情熱と熱い想いをこめて手作りし、あなたの気持ち
を彼に届けましょう。 
■日　時　2月12日（火） 18：30～21：30 
■対　象　プレゼントしたい人がいる女性（高校生以上） 
■定　員　12人 
■内　容　大人味のチョコケーキづくり 
■参加費　500円（材料代を含む） 
■申込期間　1月29日（火）～〈先着順〉 
■会場＆問い合わせ先　中央公民館 1086-955-0069 
 
 
★ホワイトデーのスペシャルクッキーづくりQ 
　バレンタインデーのお返しに、手作りクッキーはいか
がですか。はじめてでも大丈夫です。彼女に、家族に…
喜んでもらいましょう。 
■日　時　3月13日（木） 18：30～21：30 
■対　象　プレゼントしたい人がいる男性（高校生以上）　 
■定　員　12人 
■内　容　はじめてのクッキー（大人味）づくり 
■参加費　500円（材料代を含む） 
■申込期間　1月29日（火）～〈先着順〉 
■会場＆問い合わせ先　中央公民館 1086-955-0069 
 
 
★さわやかセミナー 
　気楽に健康生活を始めよう。 
■日　時 
　q3月 3日（月）…さぁ、始めよう！軽運動1 
　w3月10日（月）…さぁ、でかけよう！軽運動2 
　e3月17日（月）…さぁ、でかけよう！ウォーキング 
　各回とも13：30～15：30 
■対　象　50歳以上の人　　　■定　員　30人 
■参加費　無料 
■申込期間　2月4日（月）～〈先着順〉 
■会場＆問い合わせ先　中央公民館 1086-955-0069 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
★三世代交流わくわく講座 
　～絵手紙にチャレンジ！～ 
　熊山公民館グループ「絵手紙つくし」のみなさんと一
緒に楽しい時間を過ごそう♪ 
■日　時　3月9日（日）　13：30～16：00 
■対　象　小学生～一般（※親子で参加可） 
■定　員　30人　　■参加費　300円 
■持ち物 
　筆洗（何でもよい）、野菜や花など描きたい物、あれば小筆・
　絵の具・色鉛筆・クレヨン 
■申込期間　2月5日（火）～〈先着順〉 
■会場＆問い合わせ先　熊山公民館 108699-5-1360 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★ドキドキ講座～自然観察会～ 
　自然大好き人間集まれ！赤磐市内に生息する鳥につい
て観察してみよう 
■日　時　2月23日（土） 9：00～11：00（※雨天中止） 
■場　所　山野の鳥観察 ― 赤磐市奥吉原 
■対　象　小学生～一般（※親子で参加可） 
■定　員　30人　　■参加費　無料 
■申込期間　開催日の前日まで 
■会場＆問い合わせ先　熊山公民館 108699-5-1360 
 
 
 
 
 

中央公民館主催講座 熊山公民館主催講座 

 



13 広報あかいわ（平成20年2月号） 

 
 
 
★家庭菜園入門 
　春に植える野菜を上手に育てる裏技を専門家から学
びませんか？ 
■日　時　3月22日（土） 9：30～11：30 
■講　師　難波宏之 
■対　象　一般　　　■定　員　20人 
■参加費　100円 
■申込期間　2月8日（金）～〈先着順〉 
■会場＆問い合わせ先 
　西山公民館 1086-955-0777 
 
 
 
 
 
★西山公民館まつり・桃の里地域ぐるみ活動 
　推進協議会発表会 
　公民館を使っている各種の活動を発表します。子ども
達が楽しめる場も用意しています。 
■日　時 
　3月15日（土） 13：30～17：00 
　3月16日（日） 9：00～16：00 
■内　容 
　¡生花、習字、ちぎり絵、押し花、俳句などの作品展示 
　¡カラオケ、3B体操、大正琴、サックス演奏などの舞台発表 
　¡見る、聞く、作る子どもの広場 
■会場＆問い合わせ先　西山公民館 1086-955-0777 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
★山陽公民館まつり 
　公民館グループの舞台発表、作品展示により日ごろの
学習成果を発表します。皆さん、お誘いの上お越しくだ
さい。 
■日　時 
　3月1日（土） 10：00～16：00…展示発表 
　3月2日（日） 10：00～16：00…展示発表・ステージ発表 
　※1日・2日の両日、公民館グループによる出店コーナーが
　　あります（パン、パウンドケーキ、黒豆寿し、コーヒーとクッ
　　キー、ぜんざいを予定しています）。 
■会場＆問い合わせ先　山陽公民館 1086-955-9777 
 

西山公民館主催講座 山陽公民館主催講座 

 

Q

Q

各公民館 
所 在 地 
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大

会

結

果 

募
　
　
集 

全
国
大
会
出
場 

  

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、本
人
の

　
申
し
出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

    

◇
杉
本
勇
太
朗（
山
陽
三
丁
目
） 

　
こ
の
大
会
で
べ
ス
ト
十
六
入
り
を

　
果
た
し
ま
し
た
。 

      

◇
田
上
理
賀（
桜
が
丘
西
六
丁
目
） 

　
こ
の
大
会
で
見
事
全
国
優
勝
を

　
し
ま
し
た
。 

       

◇
倉
敷
翠
松
高
等
学
校
三
年 

　
松
岡
友
里（
桜
が
丘
西
二
丁
目
） 

    

   【
一
般
四
段
の
部
】 

◇
山
本
泰
弘（
町
苅
田
） 

　
こ
の
大
会
で
最
優
秀
賞
と
文
部

　
科
学
大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。 

                

開
催
日 

　
十
二
月
四
日
（
火
）・
五
日
（
水
） 

開
催
場
所 

　
和
気
鵜
飼
谷
温
泉 

　
専
用
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場 

参
加
者
数 

　
八
チ
ー
ム（
四
十
一
人
） 

結
　
果 

™
優
　
勝
／
角
南
チ
ー
ム（
吉
井
） 

™
準
優
勝
／
森
チ
ー
ム（
熊
山
） 

™
第
三
位
／
栗
正
チ
ー
ム（
赤
坂
） 

™
ラ
ッ
キ
ー
セ
ブ
ン
賞
／
大
口
チ
ー
ム（
赤
坂
） 

       

　
ビ
リ
ヤ
ー
ド
協
会
で
は
、第
二
回

赤
磐
市
体
育
協
会
杯
を
開
催
し
ま

す
。 

日
　
時
　
二
月
十
日（
日
） 

　
午
前
九
時
集
合 

場
　
所
　
熊
山
英
国
庭
園 

参
加
費
　
五
百
円 

　
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

™
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内 

　
体
育
協
会
事
務
局 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）４
４
３
２ 

           

   

日
　
時
　
二
月
十
七
日（
日
） 

　
午
前
八
時
三
十
分（
受
け
付
け
） 

場
　
所 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園 

　
総
合
体
育
館 

種
　
目
　
ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦 

　
男
子
Ａ
・
Ｂ
級 

　
女
子
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
級（
初
心
者
） 

参
加
資
格
　
赤
磐
市
在
住
在
勤
者 

参
加
費
　
五
百
円 

　（
市
内
中
学
生
以
下
は
無
料
） 

申
込
締
め
切
り 

　
二
月
七
日（
木
） 

午
後
五
時 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

™
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内

　
体
育
協
会
事
務
局 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）４
４
３
２ 

     

日
　
時
　
二
月
十
七
日（
日
） 

　
午
前
九
時（
受
け
付
け
午
前
八

　
時
三
十
分
） 

場
　
所
　
高
陽
中
学
校
体
育
館 

種
　
目
　
団
体
戦
・
個
人
戦 

参
加
費 

™
団
体
戦
／
一
チ
ー
ム
に
つ
き
千
円 

™
個
人
戦
／
一
人
に
つ
き
三
百
円 

申
込
締
め
切
り 

　
二
月
七
日（
木
）〔
厳
守
〕 

申
し
込
み
先 

™
赤
磐
市
立
城
南
小
学
校 

　
石
原
英
司 

　
6
０
８
６（
９
５
４
）０
６
２
５ 

       

日
　
時
　
二
月
二
十
四
日（
日
） 

　
午
後
三
時
〜
五
時 

場
　
所
　
赤
磐
市
中
央
公
民
館 

参
加
対
象 

　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
指
導
者
、地

域
住
民
な
ど
、ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
人
は
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。 

参
加
費
　
無
料 

内
　
容 

　
実
践
発
表
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

　
赤
磐
市
で
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
現

状
や
課
題
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
、い
ろ
い
ろ

な
角
度
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

™
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）４
４
３
２ 

 

開

催

案

内 
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その磨き方で大丈夫？ 
～歯間ブラシ、フロスを併用しましょう～ 

シリーズ#4

　
皆
さ
ん
は
、ど
の
よ
う
な
道
具
で
ど
の

よ
う
な
歯
磨
き
を
し
て
い
ま
す
か
。
自

分
で
は
磨
い
て
い
る
つ
も
り
な
の
に
、む

し
歯
や
歯
周
病
が
進
行
し
て
い
た
記
憶

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
お
口
の
健
康
を
維

持
す
る
た
め
に
も
正
し
い
道
具
と
正
し

い
使
用
法
、さ
ら
に
磨
く
時
間
帯
が
大

切
で
す
。 

　
歯
の
手
入
れ
に
は
歯
ブ
ラ
シ
、歯
磨
き

剤
、フ
ロ
ス
、う
が
い
薬
、つ
ま
よ
う
じ
な

ど
が
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
む
し

歯
に
な
り
や
す
い
所
は
、歯
と
歯
の
間
、

歯
と
歯
肉
の
境
目
、奥
歯
の
溝
な
ど
で
す
。

歯
が
食
物
中
の
糖
分
な
ど
で
分
解
さ
れ

る（
溶
け
る
）の
は
、食
後
二
十
分
間
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、食
後
早
め
に
歯
磨

き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、就
寝
時

は
お
口
の
中
の
だ
え
き
の
分
泌
量
が
減

り
、む
し
歯
菌
、歯
周
病
菌
が
繁
殖
し

や
す
い
で
す
の
で
、就
寝
前
の
手
入
れ
も

必
要
で
す
。 

　
最
も
一
般
的
な
歯
磨
き
の
道
具
は
歯

ブ
ラ
シ
で
す
が
、す
べ
て
の
歯
面
を
磨
く

に
は
約
十
分
は
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
洗
面
所
で
長
時
間
は
き
つ
い
と
思
わ

れ
る
場
合
は
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
で
も

お
風
呂
に
つ
か
り
な
が
ら
で
も
構
い
ま

せ
ん
。ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
磨
き
ま

し
ょ
う
。 

　
汚
れ
が
残
り
や
す
い
歯
と
歯
の
間
を

清
掃
し
、歯
周
病
の
予
防
の
た
め
に
歯

と
歯
の
間
の
歯
肉
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う

に
は
歯
間
ブ
ラ
シ
、フ
ロ
ス
の
使
用
が
効

果
的
で
す
。
実
際
、汚
れ
の
清
掃
効
果
は

歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で
は
六
十
パ
ー 

セ
ン
ト

、フ
ロ
ス
と

歯
間
ブ
ラ
シ
を
併
用
す
る
と
八
十
パ
ー 

セ
ン
ト

か

ら
九
十
パ
ー 

セ
ン
ト

と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。 

　
成
人
以
降
の
人
に
は
歯
間
ブ
ラ
シ
を
、

幼
児
期
の
人
の
仕
上
げ
磨
き
に
フ
ロ
ス

を
お
勧
め
し
ま
す
。
た
だ
し
、歯
間
ブ
ラ

シ
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ
ズ
が
あ
り
ま

す
の
で
、ご
自
分
の
歯
、歯
肉
の
状
態
に

あ
っ
た
道
具
、使
用
法
は
ぜ
ひ
か
か
り
つ

け
歯
科
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

健
口
か
ら
健
康
へ
、そ
し
て
健
幸
に
!! 

（
赤
磐
歯
科
医
師
会
） 

●歯の健康シリーズ・第５回 

　
農
林
水
産
省
で
は
、朝
ご
は
ん
の
喫
食
の
向
上
や
米
を
中

心
と
し
た
日
本
型
食
生
活
の
普
及
・
啓
発
を
目
的
に
、「
め
ざ

ま
し
ご
は
ん
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

　
朝
食
の
最
大
の
効
果
は
、体
温
を
上
げ
て
脳
や
体
を
ウ
ォ

ー
ム
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
す
。
午
前
中
の
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
で

の
集
中
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、ま
ず
朝
ご
は
ん
を
し
っ
か

り
食
べ
て
体
温
を
上
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
今
、日
本
の
食
料
自
給
率
は
三
十
九
㌫
と
主
要
先
進
国
の

中
で
最
も
低
い
数
値
と
な
っ
て
お
り
、約
六
割
が
外
国
か
ら

の
食
料
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
食
料
自
給
率
低
下
の
要
因
の

一
つ
に
、お
米
の
消
費
が
減
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、中
国
四
国
農
政
局
で

は「
め
ざ
ま
し
ご
は
ん
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

と
し
て
、米
の
消
費
拡
大
を
核
と
し

た
地
産
地
消
に
よ
る
朝
ご
は
ん
を

推
進
し
ま
す
。 

　
地
元
の
食
材
を
積
極
的
に
消
費

す
る
地
産
地
消
を
拡
大
し
て
い
く

こ
と
が
、「
食
」
と
「
農
業
」
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
に
も
、米
や
野
菜
・
魚
・
肉

な
ど
地
元
の
食
材
を
積
極
的
に
活

用
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。 

めざましごはん 検 索 関連情報は 

●電動歯ブラシ 
　歯と歯の間に隠れてい
る歯垢や、強くへばりつ
いている歯垢を除去する
のに効果的です。 

●デンタルフロス 
　歯ブラシが通らない歯と
歯の間につまった歯垢を
かき出します。歯と歯の間
をゆっくりと前後させます。 

●歯間ブラシ 
　歯と歯の間で、少しすき
間のあるところなどに通し
ます。歯と歯の間にブラシ
部分を直角に入れ、２～３回
前後させます。 



●
お
は
な
し
会
 

　〔
毎
月
第
２
土
曜
日
〕 

　
14：
00～（

吉
井
図
書
館
） 

●
お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ
 

　
14：
00～（

熊
山
図
書
館
） 

●
星
空
講
座
無
料
観
望
会
 

　
18：
00～
21：
00（
竜
天
天
文
台
） 

●
資
料
館
講
座
「
土
器
焼
き
」
 

　
9：
00～
12：
00 

　（
山
陽
郷
土
資
料
館
） 

●
人
権
・
行
政
・
消
費
生
活
相
談
 

　
13：
00～
16：
00 

　（
本
庁
2階
第
1会
議
室
） 

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん
 

　〔
毎
週
水
曜
日
〕 

　
11：
00～（

中
央
図
書
館
） 

日
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

Sunday
M

onday
Tuesday

W
ednesday

Thursday
Friday

Saturday

●
育
児
相
談
 

　
受
付
時
間
9：
45～
10：
30 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

 ●
無
料
法
律
相
談
 

　
13：
00～
16：
00 

　（
産
業
会
館
2階
ふ
る
さ
と
交
流
室
）

●
人
権
・
行
政
相
談
 

　
10：
00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
 

　
10：
00～
11：
00（
赤
坂
公
民
館
） 
●
乳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

 

●
１
歳
６
カ
月
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
交
通
安
全
日
 

●
１
歳
６
カ
月
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
吉
井
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
心
配
ご
と
相
談
 

　
13：
00～
15：
00 

　（
山
陽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
） 

●
人
権
・
障
害
者
・
心
配
ご
と
 

　
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

 

●
ブ
ッ
ク
ん
の
お
は
な
し
か
い
 

　〔
９
日
・２３
日
も
開
催
〕 

　
15:00～（

赤
坂
図
書
館
） 

●
お
は
な
し
の
お
へ
や〔
１６
日
も
開
催
〕 

　
11:00～（

熊
山
図
書
館
） 

●
と
し
ょ
か
ん
わ
く
わ
く
タ
イ
ム
 

　〔
９
日
・１６
日
・２３
日
も
開
催
〕 

　
14：
30～（

中
央
図
書
館
） 

●
青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会
 

　
13：
00～
16：
00（
中
央
公
民
館
） 

●
資
料
館
講
座
「
土
器
作
り
」
 

　
9：
00～
12：
00（
山
陽
郷
土
資
料
館
） 

建
国
記
念
の
日
 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
 

休
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

休
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

休
 

　
　
＝
休
日
当
番
医
（
窓
口
受
付
 ９：００

～
１７；００

）（
　
　
は（
社
）
赤
磐
医
師
会
管
内
の
岡
山
市
瀬
戸
町
地
域
の
休
日
当
番
医
で
す
）
　
　
＝
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
・
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

〈
注
〉２
月
２４
日
の
赤
磐
医
師
会
病
院
の
当
番
日
は
原
則
と
し
て
小
児
科
診
療
の
み
と
な
り
ま
す
 

医
 

休
 

医
 

　
戸
田
小
児
科
医
院
 

　
1
086-955-3121 

　
桜
井
内
科
 1
086-957-3012 

　
石
原
医
院
 1
086-952-0162

医
 

医
 
医
 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
 

休
 

　
ひ
ら
た
整
形
外
科
 

　
1
086-956-0700 

　
森
医
院
 1
086-957-2400 

　
近
藤
内
科
医
院
 

　
1
086-953-1610

医
 

医
 
医
 

医
 
　
小
坂
内
科
医
院
 

　
1
086-955-3344 

　
戸
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
1
086-957-3057 

　
う
え
お
か
内
科
医
院
 

　
1
086-952-5665

医
 

医
 

このページは外してご利用ください。  

★
２
月
の
税
・
保
険
料
を
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
 

　
●
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）…
…
…
…
…
９
期
 

２
月
２９
日
ま
で
 



●
年
金
相
談
 

　
10：
00～
12：
00、13:00～

15:00 
　（
産
業
会
館
2階
ふ
る
さ
と
交
流
室
） 

●
人
権
・
行
政
・
障
害
者
・
 

　
心
配
ご
と
相
談
 

　
13：
00～
15：
00 

　（
吉
井
会
館
農
事
実
習
室
） 

 ●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
 

　
10：
00～
11：
00（
赤
坂
公
民
館
） 

●
人
権
・
行
政
相
談
 

　
10：
00～
15：
00 

　（
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
） 

●
心
配
ご
と
相
談
 

　
13：
00～
15：
00 

　（
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
） 

●
交
通
安
全
日
 

●
お
や
こ
で
た
の
し
む
お
は
な
し
会
 

　
14：
00～（

熊
山
図
書
館
） 

●
お
笑
い
赤
坂
亭
定
例
寄
席
 

　
19：
00～
20：
00 

　（
お
笑
い
赤
坂
亭
） 

 

 

●
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
乳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
吉
井
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

 

●
３
歳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
定
期
救
急
講
習
　
9：
00～
12：
00 

　
（
赤
磐
市
消
防
署
東
出
張
所
） 

●
吉
井
つ
ち
の
子
駅
伝
 

　
9：
00～
（
城
南
小
学
校
） 

●
赤
磐
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

　
15：
00～
17：
00（
中
央
公
民
館
） 

●
第
１
２
回
朗
読
会
「
永
瀬
清
子

　
の
詩
の
世
界
～
私
は
地
球
～
」
 

　
14：
00～
16：
00 

　
（
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
） 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
 

休
 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
 

休
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

休
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

休
 

　
赤
磐
医
師
会
病
院（
小
児
科
診
療
） 

　
1
086-955-6688 

　
さ
く
ら
整
形
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
1
08699-5-9720 

　
岡
山
東
部
脳
神
経
外
科
東
備
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
1
086-952-5252

医
 

医
 

医
 

　
ふ
よ
う
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
1
086-955-7110 

　
吉
田
医
院
 1
086-954-0202 

　
平
岡
整
形
外
科
医
院
 

　
1
086-952-5225

医
 

医
 

医
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金
 土
 日
 月
 
火
 水
 木
 金
 
土
 日
 月
 火
 水
 木
 金
 土
 日
 月
 
火
 水
 木
 金
 
土
 日
 
月
 火
 水
 木
 

山陽ふれあい公園 

屋内プール トレーニング 

ルーム 

１０：００
～
１２：００

 

１４：００
～
１６：００

 

１８：３０
～
２０：３０

 

９：００
～
２１：００

 

９：００
～
１７：００

 

初
心
者
講
習
 

実
施

日
 

○
 屋
内
プ
ー
ル
一
般
開
放
　
☆
 ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
開
放
 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校

　
生
以
上
で
初
心
者
講
習
修
了
者
に
限
り
ま
す
。

　
初
心
者
講
習
は
★
印
に
行
っ
て
い
ま
す
が

　
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。
 

　
受
講
料
４００
円
　
再
受
講
料
３００
円
 

［
利
用
料
金
］ 

™
プ
ー
ル
  高
校
生
以
上
…
…
４００
円
 

　
　
　
　
  中
学
生
以
下
…
…
２００
円
 

™
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
…
３００
円
 

1
086-954-2323

1
086-955-4432

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

2
月
 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校

　
生
以
上
で
す
。
 

［
利
用
料
金
］ 

™
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
…
１００
円
 

※
プ
ー
ル
は
３
月
末
ま
で
お
休
み
し
ま
す
。
 

トレーニング 

ルーム 

９：００
～
１２：００

 

１３：００
～
１７：００

 

１８：００
～
２１：００

 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

吉井Ｂ＆Ｇ 

海洋センター 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

■
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
 

■
吉
井
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

　
 

　
 

　
 

★
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
★
 
　
 
★
 
　
 
　
 
　
 
　
 
★
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
★
 
　
 
★
 
　
 
　
 
　
 
　
 
★
 
　
 

　
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 

○
 
○
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○
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○
 
○
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○
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○
 
○
 
　
 
　
 
○
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○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 

☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 

☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
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18広報あかいわ（平成20年2月号） 

◎以下のことを厳守してください!！ 

◎今一度ご確認ください!!

２月１８日（月）～３月１７日（月） 
※ただし、土・日・祝日を除く 

２月５日（火）～２月１５日（金） 
※ただし、土・日・祝日を除く 

２月２４日（日）・３月２日（日） 

９：００～１７：００ 
（受付時間は８：３０～１６：００） 

９：００～１６：００ 還付申告センター 

合同申告会場 

瀬戸税務署 

９：００～１６：００ 

岡山市瀬戸町瀬戸７０ 
瀬戸税務署　1０８６-９５２-１１５５ 

岡山市駅元町１４-１ 
ママカリフォーラム 
（岡山コンベンションセンター） 
 

開　設　日 相　談　時　間 場　　　所 会　場　名 

　市の申告相談を利用される人は、広報あかいわ（１月号）とともにお配りしたリーフレット『申告のてびき・申告
相談日程表』を確認の上、ご自分の地区別指定日に、該当の会場へお越しください。 
　なお、住民税（市県民税）申告に限り、本庁の税務課窓口でも受け付けます。こちらは、地区別指定日がありま
せんので、ご都合の良い相談日にお越しください。 
　ご自身で申告書が作成できた人は、本庁税務課窓口（※申告相談を行っていない休日は、本庁舎北側の職員通
用口）に「申告書収受ポスト」を設置しますので、ご利用ください。 
　また、申告書は郵送で提出することもできます。所得や控除の証明となる資料を添付して、確定申告書は瀬戸
税務署へ、住民税申告書は赤磐市役所税務課へお送りください。 
 
 
 
◇事業所得（営業、農業など）や不動産所得などを申告される人は、必ず、事前に「収支内訳書」を作成しておい
　てください！ 
◇土地建物・株式などの譲渡所得のある人、青色申告をされる人、瀬戸税務署から別に案内のあった人などは、
　瀬戸税務署で申告をしてください！ 

《瀬戸税務署の開設する確定申告会場》 
　今年は、次の表のとおり会場が設けられます。土・日・祝日は瀬戸税務署の閉庁日のため、申告相談も申告書受
け付けも行いませんが、２月２４日・３月２日の日曜日に限り、ママカリフォーラムの合同申告会場で相談と受け付
けを行いますので、平日ご都合のつかない人はご利用ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆一時所得はありませんか？ 
　平成１９年中に満期を迎えたり解約をしたりした生命保険や損害保険などはありませんか？ 
　これらは「一時所得」に該当しますので、場合によっては申告が必要です！ 

　◎一時所得の金額 ＝ 保険金の支払金額 － 必要経費〈既払込保険料等〉－ 特別控除額５０万円 
　※上記で算出した額の１/２が課税の対象となります。 

◆雑所得はありませんか？ 
　公的年金等以外に、個人で掛けている郵便局や農協、生命保険会社などの年金はありませんか？ 
　これらは「雑所得」として申告の必要な場合があります。郵便局や農協、生命保険会社などから支払いのお知
　らせが届いていないか、もう一度確認をしてみてください！ 

　◎雑所得（個人掛け年金）の金額 ＝ 年金の支払金額 － 必要経費〈年金の支払金額に対応する保険料〉 

◇住民税の住宅ローン控除の申告について◇ 
　制度の詳細については広報あかいわ（１月号）でお知らせしましたが、このたび、総務省のホームページに
「申告書の作成ツール」 （Excel）が掲載されました。たいへん便利ですので、是非ご活用ください！ 

◎総務省ホームページのアドレスはこちらです ⇒ http://www.soumu.go.jp/
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◆ 申 告 の 知 識 ◆  

長期損害保険（保険期間が１０年以上で、かつ、満期返戻金のある契約のもの） 

短期損害保険（長期損害保険契約に該当する契約以外のもの） 

長期損害保険と短期損害保険がある場合 
　⇒長期損害保険料控除額と短期損害保険料控除額の合計額 

控　除　内　容 〔所得税〕控除限度額 〔住民税〕控除限度額 

１５，０００円 １０，０００円 

１５，０００円 １０，０００円 

３，０００円 ２，０００円 

〔所得税〕地震保険料契約に関する保険料の全額 
〔住民税〕地震保険料契約に関する保険料の１/２ 

【経過措置】平成１８年１２月３１日までに締結をした長期損害保険契約（旧
長期損害保険）については、従前の損害保険料控除が適用されます。 

地震保険と旧長期損害保険がある場合 
　⇒地震保険料控除額と旧長期損害保険料控除額の合計額 

控　除　内　容 〔所得税〕控除限度額 〔住民税〕控除限度額 

５０，０００円 ２５，０００円 

５０，０００円 ２５，０００円 

１５，０００円 １０，０００円 

◎短期損害保険や、平成１９年になって契約締結をした長期損害保険は、対象外となります。 
◎ある１つの契約が、「地震保険」と「旧長期損害保険」のいずれにも該当する場合は、選択により、いずれか一方の保
　険しか控除の対象とすることはできませんので、ご注意ください！ 

◆対象：住宅や家財などの生活用資産の損害保険料や身体の障害に関する損害保険料 ●損害保険料控除 
　　（改正前） 

●地震保険料控除 
　　（改正後） 

◆対象：住宅や家財などの生活資産の地震保険料 

【所 得 税】 

【市県民税】 

瀬戸税務署個人課税部門 
〒７０９-０８６１ 岡山市瀬戸町瀬戸７０ 
1０８６-９５２-１１５５ 

赤磐市税務課市民税係 
〒７０９-０８９８ 赤磐市下市３４４ 
1０８６-９５５-０９５１ 

◇問い合わせ先・郵送先 ◇国税庁ホームページ（http://ｗｗｗ.nta.go.jp）にアクセス!!

☆「確定申告書作成コーナー」を利用して、所得税確定申告書などを
　作成することができます！ 
☆「e-Tax」は、あらかじめ開始届出書を提出し、登録をしておけば、
　自宅やオフィス、税理士事務所からイン
　ターネットを利用して、国税に関する申
　告や納税、申請・届出などの手続きがで
　きる便利なオンラインシステムです！ 

☆『地震保険料控除』について 
　近年、大きな被害を伴う地震の発生が相次いでいることを受け、地震災害に対する国民の自助努力を支援しようと、
従来の『損害保険料控除』が廃止されて、今年から『地震保険料控除』が創設されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆次のような場合も、『住民税申告』をしておきましょう！ 
　税務課にあなたの所得データがまったくないときは、国民健康保険税や介護
保険料の適正な算定ができなかったり、国民健康保険税の軽減制度を利用で
きなかったりするほか、次の〔例〕のような場合にも、制度が利用できなかっ
たり、必要な申請ができなかったりしますので、住民税申告をしてください。 

　〔例〕¡国民健康保険の高額療養費支給制度などを利用するとき 
¡国民年金の免除申請をするとき 
¡保育所に入園したり、児童扶養手当を受給したりするとき 
¡公営住宅に入居したり、家賃の減免を受けたりするとき 
¡扶養家族（被扶養者）として、会社などに所得証明書などを提出する必要のあるとき…など 

　上記のようなケースに当てはまるかもしれないと思われる人は、所得のない場合でも、また、税金のかからない少
額の所得の場合でも、この時期に『住民税申告』をすませておきましょう！ 
　なお、所得データがまったくないときの『所得証明書』や『市県民税課税証明書』には、「課税台帳に記載されてい
ません」という表記がなされますが、これは、「所得が０円です」あるいは「住民税は非課税です」ということを証明す
るものではありません。提出先によっては通用しないことがあるのは、そのためです。 
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人 

権 

コ 

ラ 

ム 

19
 

　
岡
山
県
で
は
、公
共
施
設
な
ど

の
一
角
を
活
用
し
て
人
権
情
報
を

発
信
す
る
「
人
権
情
報
コ
ー
ナ
ー
」

（
写
真
）
を
今
後
五
年
間
か
け
て

県
下
五
百
カ
所
に
設
置
し
ま
す
。

今
年
度
赤
磐
市
で
は
、赤
磐
市
立

中
央
公
民
館
二
階
、円
光
寺
公
民

館
、吉
井
文
化
会
館
に
設
置
し
ま

し
た
。
人
権
に
関
す
る
チ
ラ
シ
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
い
て
い
ま
す
。

必
要
な
際
に
は
ご
自
由
に
お
取
り

く
だ
さ
い
。 

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉 

™
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
７
８
３ 

　
先
日
、お
正
月
を
寝
正
月
に
決
め
込

も
う
と
、ビ
デ
オ
レ
ン
タ
ル
店
に
行
き
、

た
く
さ
ん
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
食
傷
気
味
に
な

り
な
が
ら
も
、三
本
の
映
画
を
借
り
ま

し
た
。 

　
そ
の
中
の
一
本「
ク
ジ
ラ
の
島
の
少
女
」

と
い
う
作
品
が
素
敵
だ
っ
た
の
で
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
舞
台
は
現
代
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
。

欧
米
化
が
進
む
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
先

住
民
「
マ
オ
リ
」
の
村
で
の
、失
わ
れ
が

ち
に
な
る
伝
統
と
文
化
の
問
題
。
古
い

慣
習
に
疑
問
を
感
じ
つ
つ
も
翻
弄
さ
れ

る
人
々
の
物
語
で
す
。 

　
浜
辺
に
あ
る
小
さ
な
村
に
は
、伝
説

が
あ
り
ま
し
た
。
は
る
か
な
昔
、ク
ジ
ラ

に
乗
っ
た
勇
者
が
民
衆
を
新
た
な
新
天

地
へ
と
導
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
小
さ
な
村
で
は
、代
々
族
長
の

長
男
が
村
と
伝
統
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
あ
る
年
、族
長
コ
ロ
の
息
子
ポ
ロ
ラ

ン
ギ
の
妻
が
双
子
を
身
ご
も
り
ま
し
た
。

し
か
し
、難
産
の
す
え
妻
と
双
子
の
一

人（
男
の
子
）を
失
い
、女
の
子
が
残
り

ま
し
た
。
ポ
ロ
ラ
ン
ギ
は
悲
し
み
に
暮

れ
ま
す
が
、族
長
の
コ
ロ
は
後
継
者
問

題
と
血
筋
を
気
に
す
る
あ
ま
り
対
立
し
、

ポ
ロ
ラ
ン
ギ
は
怒
り
に
ま
か
せ
、子
ど

も
を
置
い
て
、村
を
出
て
い
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

　
生
き
残
っ
た
女
の
子
は
伝
説
の
勇
者

と
同
じ
名
前
パ
イ
ケ
ア
と
名
づ
け
ら
れ

て
、祖
父
母
や
叔
父
夫
婦
の
も
と
で
元

気
に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。 

　
や
が
て
、族
長
の
コ
ロ
は
後
継
者
不

在
の
危
機
感
か
ら
、一
族
の
後
継
者
を

育
て
る
学
校
を
開
き
ま
す
が
、パ
イ
ケ

ア
は
女
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
拒
絶
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
遠
く
か
ら
眺
め
な

が
ら
、叔
父
の
協
力
も
あ
っ
て
、伝
統
と

文
化
を
学
ん
で
い
き
ま
し
た
。 

　
美
し
い
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
海
と

太
陽
が
映
し
出
す
印
象
と
は
裏
腹
に

壊
れ
そ
う
な
マ
オ
リ
の
村
の
人
々
の
関

係
は
象
徴
的
で
す
。 

　
パ
イ
ケ
ア
は
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

で
「
一
人
の
長
が
一
族
と
伝
統
を
担
う

の
は
大
変
だ
け
ど
、み
ん
な
が
受
け
継

い
で
い
け
ば
文
化
は
広
が
っ
て
い
く
」

と
主
張
し
て
い
ま
す
。 

　
民
族
的
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ（
少
数
者
）

で
あ
る
マ
オ
リ
族
が
直
面
す
る
、失
わ

れ
て
い
く
文
化
の
問
題
と
男
性
社
会

の
優
位
性
の
問
題
は
相
反
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
自
分
の
信
念
を
貫
き
通
そ

う
と
す
る
パ
イ
ケ
ア
の
主
張
が
全
て
を

物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。 

　
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
ま
さ
に
奇
跡
。

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
に
突
入
し
ま
す
。

パ
イ
ケ
ア
の
歌
う
、マ
オ
リ
の
旋
律
と

あ
い
ま
っ
て
神
秘
的
な
雰
囲
気
の
中
、

意
外
な
展
開
が
待
っ
て
い
ま
す
。 

　
続
き
は
ご
自
身
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。 
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　昼間、就労などのため保護者がいない家庭の子どもたちが、安全で充実した放課後を過ごすため、また、安
心して就労できるよう、放課後児童クラブをご活用ください。 
★対象：小学校（原則は低学年）児童 
★開所時間・利用料金など、クラブにより異なりますので、詳しくは直接クラブまでお問い合わせください。 

クラブ名 住所・電話番号 問い合わせ・申し込み・その他 

山陽いろは児童センター 
（山陽いろは保育園内） 

城南ふれあいクラブ 
（吉井子育て支援センター内） 

くまっこクラブ 
（桜が丘小学校内） 

仁美ふれあいクラブ 
（仁美保育園内） 

とよたキッズクラブ 
（豊田小学校内） 

こめっこクラブ 
（石相小学校内） 

いわっ子クラブ 
（磐梨小学校内） 

いろは児童センター 
（清風いろは保育園内） 

さくらんぼクラブ 
（あすなろ保育園内） 

桜が丘児童センター 
(桜が丘地域保育センター内)

さんこう児童クラブ 
（さんこう保育園内） 

こくぶんじのびのびクラブ 
（山陽国分寺保育園内） 

サンサンキッズ 
（山陽西小学校内） 

下市４１１ 
1０８６-９５５-０３５５ 

周匝１５４９ 
1０８６-９５４-０７２１ 

桜が丘東６-７５６-１ 
1０８６９９-５-２４７４ 

仁堀中８５５ 
1０８６-９５８-２２５５ 

松木５６９ 
1０８６９９-５-９９７８ 

町苅田６４ 
1０８６-９５７-３５１５ 

沢原５５-１ 
1０８６９９-５-３３１３ 

桜が丘西６-１０-２１ 
1０８６-９５５-３１３１ 

桜が丘西３-１４-１９ 
1０８６-９５５-５６６５ 

桜が丘西８-１５-２ 
1０８６-９５５-５１６１ 

西中２２０-１ 
1０８６-９５５-３５１７ 

穂崎７８０-１ 
1０８６-２２９-２８１１ 

山陽３-１ 
1０８６-９５５-４２３３ 

直接クラブへ 

吉井支所健康福祉課 1０８６-９５４-１３７４ 
※城南小学校へ就学の児童が対象 

直接クラブへ 
※入所説明会：２月１５日(金) １１時２０分～〔予定〕 

吉井支所健康福祉課 1０８６-９５４-１３７４ 
※仁美小学校へ就学の児童が対象 

直接クラブへ 
※入所説明会：２月１４日(木) １６時～〔予定〕 

直接クラブへ 
※石相・軽部・笹岡小への就学児童が対象 

直接クラブへ 
※入所説明会：２月１２日(火)〔予定〕 

直接クラブへ 

直接クラブへ 

直接クラブへ 

直接クラブへ 

直接クラブへ 

直接クラブへ 

青少年健全育成のために剣道用防具などの整備 

　社団法人自治総合センターの
助成事業により、剣道用防具な
ど備品の整備が行われ、青少年
の健全育成、体力向上などに有
効に活用されています。 



         

　
Ｍ
Ｒ
二
期
、二
種
混
合
二
期
の 

　
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う 

 

　
Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん
お
よ
び
風

し
ん
混
合
）二
期
の
予
防
接
種

は
、四
月
に
小
学
校
入
学
を

控
え
た
お
子
さ
ん
に
、ま
た
、

二
種
混
合
二
期
の
予
防
接
種
は
、

十
一
歳
以
上
十
三
歳
未
満
の
お

子
さ
ん
に
、そ
れ
ぞ
れ
接
種

を
勧
め
て
い
ま
す
。 

　
該
当
者
で
、未
接
種
の
人
は

い
ま
せ
ん
か
。
確
実
に
免
疫

を
つ
く
る
た
め
に
は
、決
め
ら

れ
た
と
お
り
に
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
だ

の
人
は
、遅
く
と
も
三
月
中
に

は
受
け
ま
し
ょ
う
。 

※
二
種
混
合
の
二
期
の
対
象

　
者
で
、三
種
混
合
一
期
の
基

　
礎
免
疫
が
不
十
分
な
場
合

　
は
、医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ

　
う
。 

問
い
合
わ
せ
先 

™
本
庁
健
康
増
進
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
７ 

™
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
２

™
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

™
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
３
７
４ 

      

　
年
金
相
談 

　 日
　
時
　
二
月
二
十
日（
水
） 

™
午
前
十
時
〜
正
午 

™
午
後
一
時
〜
三
時 

場
　
所 

　
産
業
会
館
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

相
談
員 

　
岡
山
東
社
会
保
険
事
務
所 

　
年
金
専
門
官 

問
い
合
わ
せ
先 

™
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
３

　
四
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
税

　
の
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天

　
引
き
）が
始
ま
り
ま
す 

 

　
医
療
制
度
の
改
正
を
受
け

て
国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収

方
法
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。 

対
象
者 

　
世
帯
内
の
被
保
険
者
全
員

が
六
十
五
歳
以
上
七
十
五
歳

未
満
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の

世
帯
主
。
た
だ
し
、次
の
場
合

は
天
引
き（
特
別
徴
収
）で
き

ま
せ
ん
。 

q
年
金
額
が
年
額
十
八
万
円

　
未
満
の
場
合 

w
介
護
保
険
料
の
天
引
き
と

　
あ
わ
せ
た
額
が
年
金
額
の

　
二
分
の
一
を
超
え
る
場
合 

　
特
別
徴
収
で
き
な
い
場
合
は
、

従
来
ど
お
り
六
月
か
ら
納
付

書
も
し
く
は
口
座
振
替
に
よ

り
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す（
普
通
徴
収
）。 

　
特
別
徴
収
の
対
象
者
に
は

三
月
中
旬
以
降
四
月
の
天
引

き
ま
で
に
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

™
本
庁
税
務
課
市
民
税
係
　 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
９
５
１ 

　 
  

●本庁代表 
　1086-955-1111 
●赤坂支所代表 
　1086-957-2222 
●熊山支所代表 
　108699-5-1211 
●吉井支所代表 
　1086-954-1111
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平
成
二
十
年
度
か
ら
の
新
し
い
特
定
健
康
診
査
・
保
健
指

導
は
国
保
加
入
者
の
う
ち
四
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
の
健
診
対

象
者
に
実
施
さ
れ
ま
す
。          

　
他
の
健
康
保
険（
社
会
保
険
・
共
済
組
合
な
ど
）加
入
者
に

対
し
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
者
が
実
施
し
ま
す
。 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
（
国
保
加
入
者
） 

健
康
診
査 

実
施
機
関 

保
健
指
導 

実
施
機
関 

国
民
健
康
保
険
者（
市
民
課
・
国
保
年
金
係
） 

q対象者に「特定健康診査受診券」が送付されます。 

r必要に応じて生活習慣の改善に役立つ情報の提供を 
　行ないます。さらに改善の必要性の高い方には保健 
　指導の「利用券」が送付されます。 

w受診予約・受診 

e結果通知 
健診データ 

指導データ 

t利用予約・利用 

y保健指導・支援 

《特定健診・保健指導の流れ》 



　 
   

　
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」 

　
標
語
募
集 

 

　
男
女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ

に
し
た
標
語
を
募
集
し
ま
す
。 

応
募
期
間 

　
二
月
二
十
九
日（
金
）ま
で 

　（
必
着
） 

応
募
方
法 

™
一
人
何
作
品
で
も
応
募
で

　
き
ま
す
が
、未
発
表
で
自

　
作
の
も
の
に
限
り
ま
す
。（
作

　
品
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
） 

™
官
製
ハ
ガ
キ
、電
子
メ
ー
ル
、

　
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
一
通
に
一
作

　
品
を
記
入
し
、住
所
・
氏
名
・

　
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を

　
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

応
募
先 

q
官
製
ハ
ガ
キ
の
場
合 

　
〒
１
０
０
―
８
９
１
４ 

　
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一
ノ
六
ノ
一 

　
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局 

　
総
務
課
「
標
語
募
集
係
」
あ
て 

w
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
場
合 

　
6
０
３（
３
５
８
１
）９
５
６
６ 

e
電
子
メ
ー
ル
の
場
合 

　
男
女
共
同
参
画
局
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
　

　http://w
w
w
.gender.go.jp/ 

問
い
合
わ
せ
先 

™
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
総
務
課 

　
1
０
３（
３
５
８
１
）２
０
２
２ 

  

　
晴
れ
の
国
お
か
や
ま 

　
景
観
百
選
の
募
集 

 

　
岡
山
県
で
は
、景
観
法
に

基
づ
く
「
晴
れ
の
国
お
か
や

ま
景
観
計
画
」
を
策
定
し
、四

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。 

　
岡
山
県
に
は
、中
国
山
地
、

三
大
河
川
、瀬
戸
内
海
な
ど

す
ば
ら
し
い
自
然
が
あ
り
、ま

た
歴
史
的
・
文
化
的
な
町
並
み

や
田
園
風
景
な
ど
地
域
性
豊

か
な
景
観
が
育
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、県
民
の
皆
さ
ん
に

十
一
月
ま
で
県
内
の
優
れ
た
景

観
を
推
薦
い
た
だ
き
、「
晴
れ

の
国
お
か
や
ま
景
観
百
選
」

と
し
て
選
定
を
行
い
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

™
県
生
活
環
境
部
環
境
政
策
課 

　
1
０
８
６（
２
２
６
）７
２
９
９ 

要
項
・
応
募
用
紙 

™
本
庁
環
境
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）５
３
４
７ 
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　社会保険庁では、年金記録が統合できていないと思われる現役加入者・年金受給者に昨年１２月から
「ねんきん特別便」を順次お届けしています。 
　引き続き、次の『年金特別便送付スケジュール』によりすべての年金受給者および現役加入者に、
順次送付します。ご家族や年齢の近い人であっても、同時期に届くとは限りませんのでご了承ください。 
　届いたら年金記録をご確認いただき、訂正がない場合は確認はがきを返信してください。また訂正
がある場合はお近くの社会保険事務所へご相談ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　『ねんきん特別便』は皆さんのご住所に直接郵送しますので、住所を変更された場合や結婚などで
名字が変わっている人は速やかな手続きが必要です。国民年金加入者（第一号被保険者）の人は市役
所で、厚生年金加入者とその被扶養配偶者の人については勤務先を通じて、年金受給者はお近くの社
会保険事務所で変更手続きをお願いします。 

【問い合わせ先】「ねんきん特別便専用ダイヤル」1０５７０-０５８-５５５（ＩＰ電話・ＰＨＳからは1０３-６７００-１１４４） 

★赤磐市では、３月５日(水)、午前１０時から午後３時まで、本庁２階第２会議室で専門員による相談を受け付けます。 
●問い合わせ先：本庁市民課国保年金係 1０８６-９５５-１１１３ 

平成19年 平成20年 

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 

ねんきん特別便郵送スケジュール 

名寄せ作業の結果、
記録が結びつく可
能性のある方々 

すべての受
給者の方々 
（qを除く） 

すべての現役
加入者の方々 
（qを除く） 

q w e

基
礎
年
金
番
号
に
未
統
合
の
記
録（
五
千
万
件
） 

「ねんきん特別便」の送付～ ご本人の働きかけ～ 



　
新
技
術
講
座（
花
） 

 
◇
菊
づ
く
り
を
中
心
と
し
た 

　
花
づ
く
り 

日
　
時 

　
二
月
二
十
六
日（
火
） 

　
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時 

場
　
所 

　
山
陽
産
業
会
館 

　
二
階
ふ
る
さ
と
交
流
室 

講
　
師 

　
東
備
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー 

　
中
川
雄
一
総
括
副
参
事
　 

対
象
者
　 

　
生
産
者
お
よ
び
予
定
者 

定
　
員
　
四
十
人 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

™
本
庁
産
業
振
興
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）６
１
７
４ 

  

　
救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？ 

　
救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
？ 

 

　
大
切
な
人
・
大
切
な
命
を

守
る
た
め
に
、適
切
な
応
急
手

当
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

せ
ん
か
。
年
齢
・
性
別
は
問
い

ま
せ
ん
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

日
　
時 

　
二
月
二
十
四
日（
日
） 

　
午
前
九
時
〜
正
午 

場
　
所 

　
赤
磐
市
消
防
署 

　
東
出
張
所
会
議
室 

受
講
人
数
　
十
人
程
度 

申
込
期
限
　
二
月
十
日（
日
） 

参
加
費
　
無
料 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

™
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）２
２
４
４ 

　
6
０
８
６（
９
５
５
）７
６
７
３ 

              

　
小
・
中
学
校
へ
の 

　
就
学
に
つ
い
て 

 

　
平
成
二
十
年
度
に
小
・
中
学

校
へ
入
学
さ
れ
る
児
童
生
徒

が
お
ら
れ
る
ご
家
庭
に
は
、一

月
末
ま
で
に
教
育
委
員
会
か

ら
「
入
学（
就
学
）通
知
書
」

を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。通
知

書
に
指
定
し
て
あ
る
学
校
へ

入
学
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
次
の
場
合
は
早
め
に
学
校

教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

¡
入
学（
就
学
）通
知
書
が
届

　
か
な
い
と
き 

¡
入
学（
就
学
）通
知
書
の
内

　
容
に
誤
り
が
あ
る
と
き 

¡
国
立
・
県
立
・
私
立
の
学
校

　
へ
就
学
さ
れ
る
と
き 

¡
通
知
書
を
受
け
取
っ
た
後
に
、

　
転
出
ま
た
は
転
居
す
る
と

　
き 

　
ま
た
、特
別
な
事
情
に
よ
り
、

指
定
さ
れ
た
学
校
へ
の
就
学

が
困
難
な
と
き
は
、指
定
校

の
変
更
を
認
め
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、学
校
教
育

課
へ
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、指
定
校
変
更
に
つ
い

て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
予
定
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

™
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
９
７
２ 

  

　
全
国
子
ど
も
会 

　
安
全
会
の
ご
案
内 

 

　
全
国
子
ど
も
会
連
合
会
が

運
営
し
て
い
る
全
国
子
ど
も

会
安
全
会
は
、子
ど
も
会
活
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岡
山
県
で
は
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
注
意
報
」
発
令
中
で
す
。
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

  

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防 

™
十
分
な
睡
眠
、バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
な
ど
に
気
を
付
け
て
、抵
抗

　
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

™
特
に
高
齢
者
や
慢
性
疾
患
を
持
っ
て
い
る
人
な
ど
は
、人
込
み
を

　
避
け
ま
し
ょ
う
。 

™
外
か
ら
帰
っ
た
ら
、手
洗
い
・
う
が
い

　
を
し
ま
し
ょ
う
。 

™
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。 

™
室
内
で
は
加
湿
器
を
使
う
な
ど
適
度

　
な
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。 

  

▼
か
か
っ
た
か
な
？
と
い
う
時
は 

™
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

™
受
診
の
際
は
、必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。 

™
水
分
を
十
分
と
り
、安
静
に
し
て
休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。 

™
家
庭
に
残
っ
て
い
る
解
熱
剤
は
勝
手
に
使
用
し
な
い
で
、医
師
に
相

　
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

™
乳
幼
児
で
は
ま
れ
に
脳
症
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
分
を

　
と
っ
た
あ
と
す
ぐ
に
吐
い
て
し
ま
い
元
気
が
な
い
、意
識
が
は
っ
き

　
り
せ
ず
う
と
う
と
し
て
い
る
、け
い
れ
ん
を
起
こ
す
、こ
の
よ
う
な

　
症
状
が
み
ら
れ
る
と
き
は
す
ぐ
に
医
療
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

™
予
防
接
種
を
受
け
た
人
で
も
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、油

　
断
せ
ず
に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、予
防
接
種
を
受
け
た
場

　
合
は
、受
け
な
か
っ
た
場
合
と
比
べ
て
、か
か
っ
て
も
軽
症
で
あ
る
と

　
さ
れ
て
い
ま
す
。 



動
中
に
生
じ
た
「
事
故
」
や
子

ど
も
会
活
動
の
指
導
上
生
じ

た
「
事
故
」
を
対
象
と
し
て
見

舞
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

平
成
二
十
年
度
分
の
加
入
を

募
集
し
ま
す
。 

　
内
容
や
申
込
方
法
に
つ
い

て
は
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

加
入
対
象 

　
市
内
の
子
ど
も
会 

会
　
費 

　
一
人
当
た
り 

　
年
額
百
五
十
円（
予
定
） 

申
込
期
限 

　
三
月
二
十
五
日（
火
）以
降

は
随
時
加
入
で
き
ま
す
。　 

問
い
合
わ
せ
先 

™
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
７
８
３ 

  

　
熊
山
病
院
整
形
外
科 

　
診
察
日
の
変
更 

 

　
整
形
外
科
の
診
察
日
を
次

の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。 

診
察
変
更
月 

　
一
月
〜
三
月 

　
毎
週
月
曜
日（
祝
日
は
休
診
） 

診
察
受
付
時
間
　 

　
午
後
一
時
三
十
分 

　
　
　
〜
四
時
三
十
分 

　
な
お
、他
の
診
療
科
目
は
、

従
来
ど
お
り
の
診
察
日
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

™
熊
山
病
院
　 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
５
１ 

  

　
お
店
を
始
め
た
い
人
・ 

　
商
売
を
始
め
た
い
人
必
見
！ 

　
新
規
開
業
者
向
け
相
談
会 

 

対
　
象
　
開
業
を
検
討
中
の

　
人
、開
業
後
間
も
な
い
人 

内
　
容
　
開
業
に
伴
う
全
般

　
的
な
相
談
を
商
工
会
職
員

　
が
丁
寧
に
対
応
し
ま
す 

日
　
時
　
二
月
二
十
四
日（
日
）

　
午
後
一
時
〜
五
時 

　（
受
け
付
け
午
後
四
時
ま
で
） 

場
　
所 

　
山
陽
産
業
会
館
二
階 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

™
赤
磐
商
工
会 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
４
０
０ 

  

　
赤
磐
市
く
ら
し
を
考
え
る

　
消
費
者
の
つ
ど
い
　 

 

日
　
時 

　
二
月
十
四
日（
木
） 

　
午
後
一
時
〜 

場
　
所 

　
中
央
公
民
館
大
集
会
室 

内
　
容
　
　 

◇
講
　
演 

　
「
キ
ラ
リ
☆
老
後
生
活
」 

　
〜
い
つ
ま
で
も
健
康
で 

　
　
　
　
　
い
る
た
め
に
〜 

　〈
講
　
師
〉　 

　
　
市
職
員
　
三
宅
　
孝
士 

　
　
　
　
　（
理
学
療
法
士
） 

◇
リ
フ
ォ
ー
ム
作
品
発
表 

　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー（
山
陽
班
）

※
消
費
生
活
会
員
の
作
品
展

　
示（
三
階
展
示
講
座
室
） 

参
加
費
　
無
料 

主
　
催
　
赤
磐
市
消
費
生
活

　
問
題
研
究
協
議
会 

問
い
合
わ
せ
先
　 

™
本
庁
協
働
推
進
室
　 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）４
７
８
３ 
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　「事務事業評価制度」は、市の実施している
個々の事務や事業について、実施内容やその
成果を点検することで、事務事業の改善や見
直しを行い、予算編成や機構改革など、本市の
行財政改革はもちろん職員の意識改革にも役
立てようとするものです。 
　本市では、昨年度から本庁でこの制度を試
行的に導入したところですが、本年度はその対
象範囲を各支所や出先機関まで拡大し、本格
導入として538の事務事業を評価しました。 

　各事務事業の評価結果については、市ホー
ムページに掲載します。また、本庁行政改革推
進室と各支所市民生活課（総務係）でもご覧い
ただけます。 

「拡大・充実」としたもの 

「現状維持」としたもの 

「改善」としたもの 

「縮小」としたもの 

「統合」・「終期設定」としたもの 

「延期」・「廃止」・「休止」としたもの 

1 

2 

3 

4 

5 

6

36事務事業 

161事務事業 

211事務事業 

75事務事業 

36事務事業 

19事務事業 

■平成１９年度事務事業評価結果 

市の実施している事務や事業の改善・見直し 

問い合わせ先 

本庁行政改革推進室 1０８６-９５５-１７４５ 

時間額 守ろう！確かめよう！ 
この最低賃金 

注　　意 
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山陽総合福祉 
センター１階相談室 

赤坂健康管理 
センター 

熊山保健福祉 
総合センター 

吉井会館 
農事実習室 

山陽産業会館２階 
ふるさと交流室 

本庁２階 
第１会議室 

２月２７日（水） 
午前１０時～午後３時 
※心配ごと相談は 
　午後１時～３時 

２月１日（金） 
午前１０時～正午 

２月２０日（水） 
午後１時～３時 

２月１日（金） 
午後１時～４時 

２月６日（水） 
午後１時～４時 

２月１５日（金） 
午後１時～３時 

【人権】【行政】 

【人権】【行政】 
【身体障害】【知的障害】 
【心配ごと】 

【心配ごと】 

【人権】【行政】 
【消費生活相談】 
※すべて予約制 

【人権】【行政】 
【心配ごと】 

【無料法律】（１人３０分） 
破産・債務整理の相談は 
随時相談可 
岡山弁護士会所属弁護士 
奥田哲也・賀川進太郎 
※要予約 

【無料法律】【人権】 
¡本庁市民課 
　1０８６-９５５-１１１４ 
【行政】【消費生活相談】 
¡協働推進室 
　1０８６-９５５-４７８３ 
【心配ごと】 
¡社会福祉協議会山陽支所 
　1０８６-９５５-８８７７ 

【人権】【行政】 
¡熊山支所市民生活課 
　1０８６９９-５-１２１４ 
【障害者】 
¡熊山支所健康福祉課 
　1０８６９９-５-１２９３ 
【心配ごと】 
¡社会福祉協議会熊山支所 
　1０８６９９-５-２３３６ 

【人権】【行政】 
¡吉井支所市民生活課 
　1０８６-９５４-１１８３ 
【身体障害】【知的障害】 
¡吉井支所健康福祉課 
　1０８６-９５４-１３７４ 
【心配ごと】 
¡社会福祉協議会吉井支所 
　1０８６-９５４-２５３３ 

熊山保健福祉 
総合センター 

２月１５日（金） 
午後１時～３時 

【人権】【障害者】 
【心配ごと】 

【人権】【行政】 
¡赤坂支所市民生活課 
　1０８６-９５７-４８２１ 
【心配ごと】 
¡社会福祉協議会赤坂支所 
　1０８６-９５７-２３３４ 

山
　
陽
　
地
　
域 
赤
坂
地
域 

熊
　
山
　
地
　
域 

吉
　
井
　
地
　
域 

日　　　時 場　　　所 問い合わせ先 相談内容 

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。 

　
市
内
い
ず
れ
の
地
域
で
も
各
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 
　
第
二
十
回 

　
技
能
祭
・
お
か
や
ま 

 

　
県
立
岡
山
高
等
専
門
校
で

は
、訓
練
生
が
こ
の
一
年
間
技

能
の
習
得
に
励
ん
だ
成
果
と
、

技
術
の
大
切
さ
や
す
ば
ら
し

さ
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
こ

う
と
「
技
能
祭
・
お
か
や
ま
」

を
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
ご

来
校
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

日
　
時
　
二
月
三
日（
日
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
一
時 

場
　
所 

　
県
立
岡
山
高
等
専
門
校 

　
岡
山
市
瀬
戸
町
江
尻
一
三
二
六 

内
　
容 

™
訓
練
生
製
作
品（
木
工
品
）即
売 

™
模
擬
店（
う
ど
ん
・
豚
汁
な
ど
） 

™
福
祉
団
体
な
ど
即
売
コ
ー
ナ
ー 

問
い
合
わ
せ
先 

™
県
立
岡
山
高
等
専
門
校 

　
1
０
８
６（
９
５
２
）１
６
５
１ 

                      

                     

住民票の写し 

印鑑登録証明 

外国人登録原票の写し 

所得、納税、資産などに関する証明 

内　　　　容 

〈主な改正内容〉 

※詳しくはそれぞれの交付窓口へお尋ねください。 

１通 

１通 

１通 

１件 

２００円 
↓ 

３００円 

手数料 単位 

窓口での手数料が改正されます 窓口での手数料が改正されます 窓口での手数料が改正されます 

s
証
明
書
自
動
交
付
機 

月 日 ら 
4 1 か 
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プラスチック製容器包装のリサイクル方法には 
いくつかの種類があります。 

●平成19年赤磐市火災・救急発生状況（12月） ●平成19年赤磐市交通事故発生状況（12月） 

　
第
四
回
市
民
憲
章
等 

　
検
討
委
員
会
の
開
催
予
定 

 

日
　
時
　
二
月
八
日（
金
） 

　
午
後
一
時
三
十
分
〜 

場
　
所
　
本
庁
二
階
第
二
会
議
室 

※
委
員
会
は
傍
聴
で
き
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

™
本
庁
企
画
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）２
６
９
２ 

  

　
二
月
は
北
方
領
土
返
還 

　
運
動
全
国
強
調
月
間
で
す 

　
〜
択
捉
・
国
後
・
色
丹
・
歯
舞
〜 

 

　
北
方
四
島
の
返
還
を
求
め

て
二
月
七
日（
木
）の
「
北
方

領
土
の
日
」
に
岡
山
県
天
神

山
文
化
プ
ラ
ザ（
岡
山
市
）で「
北

方
領
土
返
還
要
求
県
民
大
会
」、

二
月
四
日（
月
）か
ら
十
五
日

（
金
）ま
で
県
庁
一
階
県
民
室
で

「
北
方
領
土
返
還
要
求
県
民

大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。 

　
北
方
四
島
の
早
期
返
還
実

現
の
た
め
、返
還
運
動
へ
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

™
岡
山
県
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
県
民 

　
会
議（
事
務
局
）県
知
事
室
公
聴
広
報
課 

　
1
０
８
６（
２
２
６
）７
１
５
４ 

1マテリアルリサイクル（材料リサイクル） 
　プラスチックには熱を加えるとやわらかくなる特性があります。容器
包装は、この特性を生かし熱で溶かして成型加工を行い、再び商品にす
ることができます。赤磐市から出るプラスチック製容器包装は、分別がよ
くできている（高品質）ことから、主にマテリアルリサイクルされ、公園の擬
木や搬送用パレット、園芸用品や雑貨品として生まれ変わっています。 
2ケミカルリサイクル 
　プラスチックの原料は石油で、主成分は炭素
と水素であることから化学反応を用いて再び油
にもどしたり（油化）、ガスにして化学工業の原
料にしたり(ガス化)、鉄を作るときに石炭やコー
クスの代わりに用いたり（コークス炉化学原料化・
高炉還元剤）しています。 

3サーマルリサイクル（エネルギー回収） 
　12のほか、固形燃料化（RPF）することによ
って燃料としての価値を付加したものが平成１８
年度から新たに追加されました。特徴としては
加熱・乾燥処理されているので長期間保存がで
きます。また、その焼却灰はセメント原料として
の利用が考えられています。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　〈環境課〉 

■プラスチック製容器包装再商品化製品量（年次実績） 

資料：（財）日本容器包装リサイクル協会 

窓口での手数料が改正されます 窓口での手数料が改正されます 

18年度実績では、 
34.5パー セント がプラスチック 
製品に生まれ変わって 
いるんだね。 
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

秘書課公聴広報係  1086-955-4770

男
と
女
の
 

な
か
よ
し
料
理
教
室
 

【
日
　
時
】
　
二
月
十
四
日
（
木
） 

　
午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
一
時 

【
場
　
所
】
赤
坂
公
民
館
「
調
理
室
」 

【
参
加
費
】
五
百
円（
当
日
徴
収
） 

【
申
込
期
間
】 

　
二
月
七
日（
木
）ま
で（
先
着
二
十
人
） 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
赤
坂
公
民
館
内
　
女
性
の
会
係 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）２
２
１
１ 

　
6
０
８
６（
９
５
７
）２
２
１
０ 

赤
磐
市
三
曲
協
会
か
ら
の
 

お
知
ら
せ
 

　
三
曲
「
尺
八
・
箏（
こ
と
）・
三
絃（
し
ゃ
み
せ

ん
）
」
同
好
者
の
相
互
交
流
と
合
奏
技
量
の

向
上
を
め
ざ
し
て
、所
属
の
流
派
や
グ
ル
ー
プ

不
問
の
合
同
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
　
時
】
三
月
九
日（
日
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時 

【
場
　
所
】
高
月
公
民
館（
穂
崎
） 

【
参
加
費
】
千
円（
弁
当
代
含
む
） 

【
研
修
曲
】
黒
髪（
恋
出
市
十
郎
）、都
踊（
宮

　
城
道
雄
）、光
輝（
久
本
玄
智
） 

【
主
　
催
】
赤
磐
市
三
曲
協
会 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】 

　
代
表
　
水
島 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）２
５
４
９ 

第
五
回
桜
が
丘
高
齢
者
 

文
化
交
流
発
表
会
 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
味
活
動
を
生
か
し
ご
一
緒

し
ま
せ
ん
か
。 

【
日
　
時
】
三
月
九
日（
日
） 

　
午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
四
時 

【
場
　
所
】 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル 

【
内
　
容
】 

　
カ
ラ
オ
ケ
、日
本
舞
踊
、民
踊
、マ
ジ
ッ
ク
、

寸
劇
、生
バ
ン
ド
な
ど 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】 

　
第
五
回
桜
が
丘
高
齢
者 

　
文
化
交
流
発
表
会
運
営
委
員
会 

　
津
島
　
1
０
８
６（
９
５
６
）０
７
０
２ 

こ
こ
押
え
グ
ッ
と
唾
呑
む
腹
の
虫 

め
が
ね
掛
け
ル
ー
ペ
も
使
う
老
い
の
坂 

ゆ
と
り
な
ど
虫
け
ら
程
も
無
い
所
帯 

虫
喰
い
の
野
菜
を
食
べ
て
今
日
も
無
事 

食
事
抜
き
お
腹
の
虫
も
暴
れ
気
味 

余
生
日
々
流
れ
る
雲
さ
風
ま
か
せ 

体
制
の
流
れ
見
す
え
て
舟
を
出
す 

老
い
二
人
川
の
流
れ
の
よ
う
に
生
き 

人
生
の
流
れ
気
ま
ま
に
蛇
行
す
る 

穏
や
か
に
流
れ
に
そ
う
て
余
生
生
き 

流
れ
星
私
の
夢
を
持
っ
て
逃
げ 

世
の
中
の
流
れ
に
沿
う
て
ひ
そ
と
生
き 

  

福
の
守
景
気
も
ど
し
て
子
ず
み
算 

川
柳
く
ま
や
ま
 

川
柳（
は
が
き
で
投
句
） 

★
十
二
月
九
日（
日
）、西
山
公
民
館
で
西
山
地

　
域
老
人
会（
内
田
誠
治
会
長
）主
催
の
お
飾

　
り
・
布
草
履
作
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
参
加
し
た
約
五
十
人
の
う
ち
、ほ
と

　
ん
ど
の
人
が
お
飾
り
や
布
草
履
作
り
は
初
め

　
て
で
、お
年
寄
り
か
ら
分
か
り
や
す
い
手
ほ
ど

　
き
を
受
け
な
が
ら
楽
し
く
作
っ
て
い
ま
し
た
。 
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◆材料（６人分） 
　¡団子粉…２００グラム 　　¡人参…５０グラム 　　¡きな粉…３０グラム  
　¡スキムミルク…１０グラム 　　¡絹ごし豆腐…１５０グラム  
　¡抹茶…少々 　¡砂糖…２０グラム 　　¡塩…少々 

◆作り方 
　q団子粉１００グラム 、すりおろし人参５０グラム 、豆腐５０グラム の生地を作る。 
　w団子粉１００グラム 、抹茶少々、豆腐１００グラム の生地を作る。 
　eqwを白玉団子のように形を整え沸騰した湯に落とす。 
　rきな粉、スキムミルク、砂糖、塩を混ぜておく。 
　teが浮かべば取り出し、rを振り掛ける。 

お団子の中に野菜や豆腐を混ぜ込んでい
ます。栄養委員おすすめの一品です。 

熊　山　支　部 

栄養委員の 

手
打
ち
そ
ば
で
年
越
し
 

　
可
真
下
地
区
一
支
部
の
若
い
お
父
さ
ん
た
ち
を

中
心
と
し
た
有
志
が
、公
民
館
活
動
と
し
て
初
め

て
年
越
し
そ
ば
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

　
地
区
の
皆
さ
ん
に
あ
ら
か
じ
め
注
文
を
と
っ
た

と
こ
ろ
、材
料
に
北
海
道
産
の
石
臼
ひ
き
そ
ば
粉

や
上
斎
原
の
湧
き
水
を
使
用
し
た
こ
だ
わ
り
の
手

打
ち
そ
ば
が
一
食
百
円
と
あ
っ
て
、目
標
の
百
食
を

は
る
か
に
上
回
る
二
百
二
十
食
の
注
文
が
舞
い
込

み
ま
し
た
。 

　
大
み
そ
か
、地
区
の
公
民
館
で
は
応
援
も
含
め

た
十
二
人
が
、お
い
し
い
そ
ば
を
届
け
よ
う
と
真
剣

な
表
情
で
そ
ば
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
夕
方
に
は
注

文
分
が
全
て
受
け
渡
さ
れ
、「
新
鮮
で
香
り
が
よ
く
、

腰
も
し
っ
か
り
し
て
い
て
お
い
し
い
」
と
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
好
評
で
し
た
。 

◆材料（４人分） 
　¡米…カップ２（４００ｃｃ）　¡昆布（５センチ 角）…１枚　¡酒…大さじ２ 
　¡合わせ酢 
　　　酢…大さじ３／砂糖…大さじ２／塩…小さじ１　 
　　　しょうが（みじん切り）…小さじ1 
　¡塩鮭（切り身）…２切れ　¡しょうが汁・酒…少々　　¡卵…２個 
　¡白ごま…大さじ２　　¡もみのり…少々 
　¡きゅうり（せん切り）…１/２本　　¡イクラ（しょうゆ漬け）…少々 

◆作り方 
　q米は洗い、やや硬めの水加減（米と同量の水）にして昆布、酒大さじ２を
　　加え、普通に炊く。 
　wさけそぼろを作る。塩鮭はラップなしで電子レンジ（６００ワット ）に３分から４
　　分間かける。皮と骨を取り除いて粗くほぐし、酒少々、しょうが汁を混ぜる。 
　e卵そぼろを作る。卵は溶いて塩少々、砂糖大さじ１を加え混ぜ、ラップを
　　しないで電子レンジに２分間かけ、泡立て器で細かいそぼろにする。 
　rご飯が炊けたら、合わせ酢を回しかけ、切るように混ぜる。すし飯を１カ
　　所に集めて３分間おき、白ごまをひねりつぶしながら広げるようにふりか
　　ける。２等分し、半分に②のさけそぼろ、残り半分に③の卵そぼろ（飾り用
　　に少し取りおく）を混ぜる。 
　t牛乳パックを４センチ 長さの筒状に切ってひし形に置き、ラップで押しながら
　　さけそぼろずしを詰め、もみのりを敷いて卵そぼろずしをのせる。しっか
　　りと押して型から抜き、上に飾り用の卵そぼろをのせ、きゅうりとイクラを
　　飾る。 
 

来月のおひなさまに向けてこんな愛らしい
ケーキずしはいかがですか。 

s
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
む
皆
さ
ん 

●ひし形ケーキずし 

●カラフル団子 
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一
月
一
日（
火
）、熊
山
山
頂
、石
蓮
寺
、

竜
天
天
文
台
公
園
で
初
日
の
出
を
迎
え

る
イ
ベ
ン
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
恒
例
の
行
事
で
、

イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
た
事
務
局
か
ら
雑

煮
や
甘
酒
、コ
ー
ヒ
ー
な
ど
が
振
る
舞
わ

れ
た
ほ
か
、竜
天
天
文
台
公
園
で
は
、仁

堀
獅
子
舞
も
登
場
。 

　
午
前
七
時
過
ぎ
に
山
あ
い
か
ら
初
日

の
出
が
姿
を
現
す
と
、参
加
者
か
ら
歓

声
が
沸
き
起
こ
り
、新
年
の
幕
開
け
を
祝
っ

て
記
念
撮
影
を
し
た
り
、両
手
を
合
わ

せ
て
拝
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。 

初
日
の
出
を
迎
え
る
イ
ベ
ン
ト 

仁
堀
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成 

　
十
二
月
十
二
日（
水
）と
十
九
日（
水
）の
二
週

に
わ
た
り
、熊
山
病
院
で
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、

両
日
と
も
約
百
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
十
二
日
は
、大
阪
音
大
Ｏ
Ｂ
「
幸
楽
会
」
岡
山

支
部
の
主
催
で
行
わ
れ
、ク
ワ
イ
ア
チ
ャ
イ
ム
や

エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
な
ど
が
あ
り
、美
し
い
旋
律

が
ホ
ー
ル
内
を
優
し
く
包
み
込
み
ま
し
た
。 

　
十
九
日
は
、桜
が
丘
東
在
住
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・

安
達
昭
子
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。
安
達
さ
ん

の
迫
力
と
透
明
感
の
あ
る
歌
声
に
、観
客
は
ク

リ
ス
マ
ス
気
分
に
浸
っ
て
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
熊
山
病
院
で
は
、地
域
に
開
か
れ
、よ
り
市

民
に
親
し
ま
れ
る
病
院
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

昨
年
か
ら
無
料
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い
ま
す
。 

熊
山
病
院
で
コ
ン
サ
ー
ト 

１２・１月のできごと 

s
完
成
を
祝
い
テ
ー
プ
カ
ッ
ト 

▲
仁
堀
獅
子
舞
の
初
踊
り 

　（
竜
天
天
文
台
公
園
） 

■
処
理
対
象
汚
水
／
生
活
系
排
水（
し
尿
お
よ

　
び
雑
排
水
） 

■
処
理
方
法
／
膜
分
離
活
性
汚
泥
方
式 

■
処
理
対
象
人
員
／
一
、一
八
〇
人 

■
計
画
日
平
均
汚
水
量
／
三
一
九
立
方
メ
ー 

ト
ル

／
日 

　 　
吉
井
地
域
の
仁
堀
地
区
を
処
理
対
象
と
し

た
「
仁
堀
浄
化
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、十
二
月

十
八
日（
火
）、岡
山
県
、赤
磐
市
議
会
議
員
、地

区
代
表
者
の
出
席
の
も
と
通
水
記
念
式
典
が
開

か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
施
設
は
、仁
堀
地

区
の
生
活
環
境
の
向
上

と
公
共
用
水
域
の
保
全

を
目
的
に
、
農
林
水
産

省
の
補
助
事
業
と
し
て
、

汚
水
管
を
含
む
総
事
業

費
約
二
十
二
億
円
で
建

設
さ
れ
ま
し
た
。 

　
吉
井
地
域
で
は
、こ
の

施
設
の
完
成
に
よ
り
、北

部
（
周
匝
を
中
心
と
し

た
地
区
）は
吉
井
浄
化
セ

ン
タ
ー
で
、
南
部
（
仁
堀

地
区
）は
仁
堀
浄
化
セ
ン

タ
ー
で
汚
水
が
処
理
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、水
洗

化
人
口
の
拡
大
を
目
指

し
ま
す
。 

t
両
手
を
合
わ
せ
て

　
拝
む
参
加
者
（
竜
天

　
天
文
台
公
園
） 

t
大
阪
音
大
Ｏ
Ｂ
「
幸
楽
会
」

　
岡
山
支
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る

　
コ
ン
サ
ー
ト 

s
焼
き
た
て
の
豆
も
ち
や
甘
酒

　
な
ど
で
温
ま
る
光
景
が
見
ら

　
れ
ま
し
た（
熊
山
山
頂
） 

s
安
達
昭
子
さ
ん
に
よ
る

　
コ
ン
サ
ー
ト 
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一
月
十
三
日（
日
）、山
陽
ふ
れ
あ
い
公

園
へ
成
人
式
取
材
の
た
め
行
っ
て
き
ま

し
た
。 

　
少
子
化
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
今

年
の
新
成
人
の
対
象
者
は
昨
年
よ
り
八

十
人
も
少
な
い
と
の
こ
と
。 

　
そ
れ
で
も
式
典
会
場
の
サ
ブ
ア
リ
ー

ナ
は
、三
百
八
十
一
人
の
出
席
者
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。 

　
夢
と
希
望
そ
し
て
可
能
性
を
抱
き
、

将
来
像
を
描
き
な
が
ら
赤
磐
市
内
で
頑

張
っ
て
い
る
人
、県
外
に
就
職
や
進
学

し
た
人
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
現
在
の
立
場

は
十
人
十
色
。 

　
近
い
将
来
赤
磐
市
を
背
負
っ
て
立
つ

人
材
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。 

（
え
む
・
テ
ィ
） 
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十
二
月
十
九
日（
水
）、赤
磐
市
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、老
人
ク
ラ
ブ
山
陽
支

部
役
員
を
対
象
に
岡
山
県
の
交
通
安
全

体
験
車
「
お
か
や
ま
ふ
れ
愛
号
」
に
よ
る

交
通
安
全
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
効
果
体

験
や
モ
グ
ラ
叩
き
ゲ
ー
ム
の
要
領
で
運
転
・

歩
行
能
力
を
診
断
し
た
り
制
止
視
力
・

動
体
視
力
の
数
値
を
測
定
し
た
り
、
楽

し
み
な
が
ら
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
参
加
者
は
、無
理
の
な
い
安
全
運
転

を
心
が
け
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。 

交
通
安
全
の
体
験 

　
十
二
月
中
旬
、宮
岡
守
さ
ん（
可
真
下
）宅
の
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
花
が
本
格
的
な

出
荷
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
熊
山
地
域
で
は
二
十
年
ほ
ど
前
か
ら
栽
培
さ
れ
、

瀬
戸
産
と
と
も
に
神
戸
市
場
へ
毎
年
十
一
月
か
ら

四
月
の
間
約
十
四
万
本
が
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
か
れ
ん
で
日
持
ち
の
い
い
花
で
、花
言
葉
「
門
出
」

に
ち
な
ん
で
卒
業
祝
い
に
も
贈
ら
れ
ま
す
。 

　
宮
岡
さ
ん
は
、女
性
や
高
齢
者
に
も
作
る
こ
と

の
で
き
る
比
較
的
省
エ
ネ
な
切
り
花
と
し
て
、ス
イ
ー

ト
ピ
ー
栽
培
の
仲
間
を
増
や
し
た
い
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い 

▲シートベルトの効果体験をする参加者 

▲かわいいドリル演奏に大きな拍手 

s
色
と
り
ど
り
に
咲
い
た
か
れ
ん
な
花
が 

　
甘
い
香
り
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す 

　
十
二
月
九
日（
日
）、市
で
は
第
五
十
九
回
人
権

週
間
の
行
事
と
し
て
、元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

広
瀬
久
美
子
さ
ん
の
講
演
会
を
中
心
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
吉
井
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
い
、参
加

者
が
三
百
人
を
越
え
る
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。 

　
周
匝
保
育
園
の
児
童
に
よ
る
元
気
な
ド
リ
ル
演

奏
で
幕
開
け
。
第
二
十
七
回
人
権
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
で
入
賞
し
た
桜
が
丘
中
学
校
の
松
本
梓
さ
ん
、

岡
山
白
陵
中
学
校
の
渡
邊
真
衣
さ
ん
、同
じ
く
百

武
莉
奈
さ
ん
の
表
彰
と
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。 

　
講
演
会
で
は
、「
や
さ
し
さ
の
時
代
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、広
瀬
さ
ん
の
介
護
経

験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
番
組
担

当
時
代
の
経
験
を
、ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
、今
の
時

代
を
上
手
に
生
き
ぬ
く
こ

と
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま

し
た
。 

s
会
場
は
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い 
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人“ い き い き ”ま ち“ き ら り ”  人“ い き い き ”ま ち“ き ら り ”  

わたしにもすみをつけて～ 
　1月10日（木）、石相保育園で「とんど焼き」が
行われました。 
　園児たちは、顔にすみをつけてもらい、「病気
になりませんように」「字が上手になりますように」
などと、新年の願い事をしていました。 
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の 

環境に配慮した大豆油インキと再生紙を使用して
作られています。 

             

■
森
山
古
墳
と
鹿
線
刻
埴
輪 

　
赤
磐
市
の
南
部
、
県
道
岡
山

吉
井
線
と
同
バ
イ
パ
ス
、山
陽
自

動
車
道
が
交
わ
る
馬
屋
・
穂
崎
一

帯
に
は
、
両
宮
山
古
墳
を
中
心

と
す
る
岡
山
有
数
の
古
墳
群
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
、
森

山
古
墳
は
、
両
宮
山
古
墳
の
前

方
部
前
面
に
所
在
す
る
全
長
八

二
㍍
の
前
方
後
円
墳
で
、後
円
部

に
比
べ
て
前
方
部
が
短
い
帆
立

貝
形
古
墳
と
呼
ば
れ
る
形
を
し

て
い
ま
す
。
岡
山
市
中
心
部
と
の

往
来
で
目
に
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
県

道
側
か
ら
は
高
い
後
円
部
上
の

広
葉
杉
が
、バ
イ
パ
ス
側
か
ら
は

前
方
部
上
の
ブ
ド
ウ
畑
が
目
印

で
す
。
ま
た
、墳
丘
の
周
囲
は
現

在
水
田
で
す
が
、も
と
は
幅
一
四

㍍
、
深
さ
一･

二
㍍
の
濠
と
基
底

幅
一
四･

五
㍍
、高
さ
八
〇
セ
ン

チ

の
堤

が
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
畦
畔
に

そ
の
名
残
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

両
宮
山
古
墳
よ
り
も
少
し
後
の

五
世
紀
後
半
ご
ろ
に
築
か
れ
ま

し
た
。 

　
そ
の
立
地
と
築
か
れ
た
時
期

か
ら
、周
辺
に
所
在
す
る
和
田
茶

臼
山
古
墳
、
正
免
東
古
墳
と
同

じ
く
、あ
る
じ
は
、両
宮
山
古
墳

に
埋
葬
さ
れ
た
人
物
と
関
わ
り

の
あ
っ
た
人
物
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
森
山
古
墳
は
、
両
宮
山

古
墳
と
は
違
っ
て
、墳
丘
に
葺
石

と
よ
ば
れ
る
石
が
貼
り
付
け
て

あ
っ
た
り
、埴
輪
が
立
て
て
あ
っ
た

り
と
す
こ
し
古
墳
の
様
子
が
異

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
森
山
古
墳
に
立
て
ら
れ
て
い
た

埴
輪
の
な
か
に
は
、ヘ
ラ
の
よ
う

な
道
具
で
鹿
を
描
い
た
も
の
が
あ

り
ま
す
。
胴
の
部
分
は
な
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、頭
部
と
長
く
の
び

た
枝
角
を
も
つ
牡
鹿
が
線
で
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
鹿
は
角
と
毛
の
生
え
か
わ
り

を
一
年
単
位
で
繰
り
返
し
ま
す
。

そ
の
サ
イ
ク
ル
が
ち
ょ
う
ど
稲
の

生
長
と
も
対
応
し
て
い
る
た
め
、

弥
生
時
代
に
水
田
農
耕
の
儀
礼

と
結
び
つ
き
、神
聖
な
動
物
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
鹿
を
描
い
た
埴
輪
は
岡
山
県

内
で
も
出
土
例
が
少
な
く
、
森

山
古
墳
周
辺
で
は
、隣
接
す
る
正

免
東
古
墳
、沼
田
の
雨
壺
古
墳
、

岡
山
市
瀬
戸
町
江
尻
の
陣
場
山

遺
跡
。
離
れ
た
地
域
で
は
、造
山

古
墳
周
辺
の
倉
敷
市
の
西
の
平

古
墳
、法
伝
山
古
墳
、こ
の
二
地

域
に
分
か
れ
て
分
布
し
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
巨
大
古
墳
周
辺

の
古
墳
か
ら
出
土
す
る
分
布
の

あ
り
か
た
か
ら
、こ
れ
ら
の
鹿
線

刻
埴
輪
は
、巨
大
古
墳
築
造
の
た

め
に
集
め
ら
れ
た
埴
輪
工
人
集

団
に
鹿
を
描
く
儀
礼
が
伝
わ
り
、

そ
れ
が
普
及
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
） 

▲鹿線刻埴輪（森山古墳出土） 

▲鹿線刻埴輪（上：雨壺古墳、下：正免東古墳） ▲森山古墳（平成６年撮影） 

和田茶臼山古墳 

両宮山古墳 

高月幼稚園 

至 山陽団地 

県道
岡山
・吉
井線
 

山陽自動
車道 

27

27

高月公民館 

県道岡
山・吉

井線バ
イパス

 

森山古墳 

こ
う
よ
う
ざ
ん 

し
か
せ
ん
こ
く 

し
ょ
う
め
ん
ひ
が
し 
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